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補遣にあたヮて
[A]芸娼妓関係判決一覧(判決言渡年月日I[買)
[B]判決例の翻刻
[1J - [29J 以 h、本号
[30J - [55J 
補遺にあたって
上 博
筆者は、過日、明治前期の芸娼妓関係判決を、国際日本文化研究センター監修の
民事判決原本データベースから抜き出し、本誌に三回(第八七巻二・三合併号、同
六号、第八八巻一号)にわたって翻刻したが、その後、さらに判決内容を確認する
作業を進めていたところ、データベース作成の過程で、訴訟当事者名にひらがな表
記とカタカナ表記が混在していたこと、あるいは訴訟事件名や当事者名に誤読が
あったことなどから、掲載すべき判決例を漏れなく検索できなかったことが明らか
となった。また、データベースから、翻刻した芸娼妓閣係判決に登場した訴訟当事
者たちが関与している判決例(とくに貸金訴訟)の内容を逐一検討してみた結果、
直接的あるいは間接的に、芸娼妓に関わる判決例を見出した。さらには、データ
ベースに収録されていない大審院民事判決例についても、調査を行った。こうした
作業の結呆、さらに五五件の判決例を見出すことができたため、本稿において、旧
稿の補遺として、翻刻紹介することとした次第である。旧稿で翻刻した判決例と本
稿で補遺する判決例を併せて、判決年月日順に示すと次の通りである。
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【A]芸娼妓関係判決一覧(判決言渡年月日JiI頁)全176件
1~121 は|円稿で翻刻済み、 [1] ~ [55]は本稿で新たに翻刻したもの。
事件名 裁判所名 判決年月日 参考
明治9年
1 1芸娼妓解放ノ儀」 鶴岡県聴訟民事掛 M09・03・10上申
2 1貸金催促之訴J 東京裁判所 M09・04・14判決 3控訴審
3 1貸金催促ノ一件J(控訴) 東京上等裁判所 M09・10，-判決 2初審
明治 10年
[1] 1貸金催促ノ訴」 東京裁判所 M10・02・21判決
4 1芸妓預人引戻ノ訴訟」 東京裁判所 MlO・11・21判決
明治 11年
5 1娼妓廃業故障一件J(控訴) 東京上等裁判所 M11・09・12判決 横浜裁判所
[2] 1預ケ金取戻之訴訟J 東京裁判所 M11・09・13判決
[3] 1貸金催促ノ訴訟」 東ぷ裁判所 M11・09・25判決 [4]控訴審
[4] 1貸金催促ノ詞訟J(控訴) 東ぷ上等裁判所 M12・02・06判決 [3]初審
[4] ノ詞訟J(投訴) 東京上等裁判所 M12・02・06判決 [3]初審
明治 12年
6 1娼妓廃業取戻ノ訴訟J 東京裁判所 M12.02・17判決 7控訴審
7 1娼妓廃業取戻シノ 件J(控訴) 東京上等裁判所 M12・06・16判決 6初審
[5] 1貸金催促ノ詞訟」 名古屋裁判所 M12・05・14判決 [6]控訴審
[6] 1貸金催促ノ -件J(控訴) 東京上等裁判所 M12・12・05判決 [5]初審
8 1芸妓出稼約定履行ノ訴訟」 東京裁判所 M12・05・17判決
M12・05・22判決9 1娼妓取戻ノ訴訟」 東京裁判所
10 1娼妓稼廃業ノ 東京裁判所 M12・09・30判決 11 
111娼妓出稼廃業一件J(摂訴) 東京上等裁判所 M12.12.22判決 10初審
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明治13年
[7] ノ 名干守屋裁判所
12 i娼妓稼履行ノ訴訟J(控訴)
M13・01・13判決
東京ト等裁判所 M13・01・23判決 静岡裁判所浜松支庁
13 i娼妓廃業調印請求ノ訴訟」 東京裁判所 M13・01・31判決
14 i娼妓廃業鑑札取戻之訴訟」 東京裁判所 M13・03・18判決
15 i娼妓廃業担障ノ訴訟J(控訴)
東京上等裁判所 M13・05・20判決横浜裁判所
16 i娼妓廃業拒障除一件J(控訴)
東京上等裁判所 M13・06・30判決横浜裁判所
[8] i預ケ品ぷヒ金円取民シノ詞訟」
東京裁判所 M13・06・30判決 [9]控訴審 [10]上告審
[9] i預ケ品及ヒ金円取戻ノ一件J(控訴)
k等裁判所 M14・04.25判決 [8]初審 [10] 卜告審
[10] i預ケ品及ヒ金円取戻シ一件J(r.告)
大審院 M14.10・14判決 [8]初審 [9]控訴審
17 i抱芸妓取戻ノ訴訟」 東京裁判所
18 i娼妓廃業差拒ノ訴訟」 東京裁判所
M13・10・30判決
M13・10・30判決
[11] i預ケ金取戻ノ訴訟J 東京裁判所 M13・11.22判決
19 i娼校日業定約履行ノ訴」松江裁判所鳥取支庁 M13・11・30判決
明治14年
[12] i諒一ケ金請求ノ訴訟」 福島裁判所酒田支庁 M14・02・25判決
[13]控訴審 [14]上告審
[13] i預金請求ノ詞訟J(控訴) 宮城上等裁判所 M14・07・07判決
[14] i預金請求一件J(上告) 大審院
20 i芸妓立戻ノ詞訟」 東京裁判所
21 i娼妓約定履行之訴訟」 東京裁判所
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[12]初審 [14]上告審
M14・10・20判決
[12]初審 [13]控訴審
M14・03・18判決
M14・03・30判決 22控訴審
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22 i娼妓約定履行ノ訴J(控訴)
東京控訴裁判所 M15・04・05判決 211りJ審
[15] i貸金井ニ入賞金計算請求之訴訟」
束京裁判所 M14・M ・30判決 [20]関連
関連「貸金持入資金請求j M14・10・31
23 i娼妓稼金精算ノ詞訟」 束京裁判所 M14・06・30判決 24控訴審
24 i娼妓稼金精算ノ詞訟J(控訴)
東京上等裁判所 M14・11・08判決 23初審
25 i芸妓稼違約」 神戸裁判所 M14.07・11判決
26 i娼妓常業鑑札返上願書ニ押印ヲ要ムルノ制訟」
名古屋裁判所 M14・08・11判決
27 i娼妓鑑札返上差拒ノ訴訟」 名古屋裁判所 M14・09・14判決
[16] i操替金催促ノ訴J 松江裁判所鳥取支庁 M14・09・30判決
別「娼妓廃業連署差桁ノ訴訟J 東京裁判所 M14・10・29判決
[17]控訴審 [18]. r告審
[17] i娼妓廃業連署差拒ノ訴訟J(控訴)
東京控訴裁判所 M15・03・一判決 28初審[18]上告審
[18] i娼妓廃業連署差抱一件J(上告)
大審院 M15・10・27判決 28初審[17]控訴審
[19] i預ケ金i奄滞ノ詞訟」 函館裁判所 M14・12・12判決
29 i娼妓廃業約定履行ノ訴訟」 東京裁判所 M14・11・24判決
30 i芸娼妓稼中花山張取戻ノ訴」 京都裁判所 M14・12・15判決
31 i娼妓稼計算訳立ノ詞訟J(控訴)
大阪上等裁判所 M14'-・一判決 大阪裁判所堺支庁
[20] i貸衣類取戻之詞訟J 東広裁判所 M14・-・一判決 [15]関連
明治15年
[21] i貸金催促ノ詞訟J 京都始審裁判所 M15・02・04判決 [22]控訴審
[22] i貸金催促ノ詞訟J(控訴) 大阪控訴裁判所 M16・M・-判決 [21]初審
32 i芸娼妓兼業中積立稼金請求ノ訴訟」
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大阪始審裁判所 M15・04・07判決 33控訴審
33 (控訴)
大阪控訴裁判所 M16・11・14判決 32初審
34・35関連
34 I芸妓営業ノ指令取戻ノ訴訟J大阪始審裁判所 M15・04・一判決 35
35 I芸妓営業中指令取戻J(控訴) 大阪控訴裁判 M15・09.-判決 34初審、
32・33関連
36 I娼妓!巡業届書ニ捺印方請求止と詞訟」 松江始審裁判所 M15・04・15判決
[23] I代償金請求之訴訟」 名古犀治安裁判所 M15・05・05判決
37 I娼妓鑑札返上書面井寄留帰宅届等ノ書面へ調印ノ訴訟」
岡崎始審裁判所 M15・05・26判決
38 I芸妓給金取戻ノ訴訟」 日本橋区治安裁判所 M15・06・22判決
39 I娼妓廃業願書ヘ調印差拒ミノ訴訟J
東京始審裁判所 M15・06・29判決 40控訴審
40 I娼妓廃業願書調印差桁ノ詞訟J(控訴)
東京控訴裁判所 M15・10・30判決 39*リ審
[24] I貸金催促ノ詞訟J(控訴)
宮城控訴裁判所 M15・07・25判決 白河始審裁
[25] I結婚契約履行ノ詞訟J
名占犀始審裁判所 M15・07.29判決 [26]控訴審
[26] I結婚契約履行之訴訟J(控訴)
名古馬控訴裁判所 M15・11・04判決 [25]初審
41 I娼妓廃業約定履行ノ詞訟」名古屋始審裁判所 M15・07・29判決 42控訴審
42 I娼妓廃業約定履行ノ詞訟J(控訴)
名古屋控訴裁判所 M15・11・04判決 41初審
43 i娼妓廃業差拒解除之訴訟」 岡崎始審裁判所 M15.08・16判決
44 i芸妓営業約定履行ノ詞訟」 名古屋始審裁判所 M15・08・16判決
45 i貸金催促ノ訴訟J 東京始審裁判所 M15・09・27判決 46控訴審
46 I貸金催促ノ訴訟J(控訴) 東京控訴裁判所 M16・05・16判決 45初審
[27] I貸金催促ノ訴訟」 東京始審裁判所 M15・09・27判決 [28]控訴審
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[28] i貸金催促ノ控訴J(控訴) 東京控訴裁判所 M16・05・16判決 [27]初審
47 i去娼止業井計算訳マノ件J 神戸始審裁判所 M15・09・30判決
48 i去妓約定違変之訴J(控訴) 大阪控訴裁判所 M15・10・12判決 金沢裁判所
49 i娼妓出稼催促之訴訟」 新潟始審裁判所 M15・12・12判決
50 i芸妓契約金滞ノ訴訟」 本所区治安裁判所 M15・12・16判決 51 
51 i芸妓契約金滞之詞訟J(控訴) 束京始審裁判所 M16・01・31判決 52初審
52 i娼妓出稼ニ付約定違変ノ詞訟」 名占屋始審裁判所 M15・12・19判決
53 i芸妓契約履行ノ訴訟J(身代限) 東京始審裁判所 M15・12・22判決
54 i芸妓廃業妨害ノ訴訟」 東京始審裁判所 M15・12・28判決
55 i娼妓常業履行ノ詞訟」 商館始審裁判所 M15・12，-判決
[29] i貸金催促ノ制訟」 麹町区裁判所 M15.一・一判決
関連.供述調書て通
明治16年
56 i娼妓廃業願連印請求ノ詞訟」 名肯屋始審裁判所 M16・01・24判決
57 i娼妓営業契約履行ノ訴訟」 宮崎始審裁判所 M16・01・一判決
[30] i復籍請求之訴訟j 東京始審裁判所 M16・02・一判決
58 i住居移転娼妓営業契約履行一件」 松江始審裁判所 M16・03・28判決
59 i芸妓稼代金請求之詞訟J(控訴)
前橋始審裁判所 M16・03.30判決前橋治安裁
60 i芸妓稼代金請求之制訟」
岐車始審裁判所 M16・04・12判決 62控訴審・ 61関連
[31] i貸金催促ノ詞訟」 芝区裁判所 M16・04・一判決 [32]控訴審
[32] i貸金催促ノ訴訟J(控訴)
東京始審裁判所 M16・04・27判決 [31]初審
61 i芸妓稼代金請求之訴訟J(身代限)
岐阜始審裁判所 M16・12・05判決 60・62関連
62 i芸妓稼代金請求ノ詞訟J(控訴)
名古屋控訴裁判所 M16・07・25判決 60初審・ 61関連
63 i娼妓営業廃止請求ノ訴訟」 神戸始審裁判所 M16・M・-判決
126 
明治前期の芸娼妓関係判決(補選1) (村上)
64 1娼妓鑑札返納連署請求ノ詞訟」
名7守屋始審裁判所岡崎支庁 M16・05・03判決 65 
65 1娼妓鑑札返納連署請求ノ詞訴J(控訴)
名干片屋控訴裁判所 M16・06・25判決 641;リ審
65-2 
66 1芸妓営業差止ノ訴訟」
67 1芸妓井物品取戻ト題スル詞訟」
大阪始審裁判所 M16・05・05判決
広島始審裁判所 M16・05・15判決
68 1娼妓!巡業鑑札返上薬察ノ詞訟」 秋田始審裁判所 M16・05・26判決
69 1娼妓廃業願届書類述印差拒ミノ訴訟」根宰始審裁判所 M16・07・04判決
[33] 1貸金請求ノ制訟」 名古原始審裁判所 M16・09・29判決
70 1芸妓山稼契約属行請求ノ詞訟」
711娼妓廃業調印請求ノ詞訟」
72 1娼妓鑑札返上差拒ノ詞訟J
名古屋始審裁判所 M16・10・29判決
東京始審裁判所 M16・11・10判決
名古屋始審裁判所 M16・11・15判決
73 1娼妓廃業ノ詞訟J 函館始審裁判所 M16・12・20判決
74 1錯誤ノ契約取消娼妓廃業届ニ連署ヲ乞フノ詞訟」
福鳥始審裁判所内河支庁 M16・12・25判決
75 1錯誤ノ契約取消娼妓廃業届ニ連署ヲ乞フノ詞訟」
福島始審裁判所白河支庁 M16・12・25判決
明治17年
76 1娼妓常業鑑札返上方差拒ノ制訟」
名古岸始審裁判所 M17・02・23判決 77控訴審
771娼妓営業鑑札返上方差拒ノ詞訟J(控訴)
名古屋控訴裁判所 M17・04・30判決 76初審
78 1娼妓稼金波方催促ノ詞訟J 津山治安裁判所 M17・03・15判決
79 1芸妓廃業及稼高計算ノ調訟」 束点;始審裁判所 M17・03・26判決
80 1娼妓廃業故障解除ノ詞訟」 東京始審裁判所 M17・03・27判決 81関連
[34] 1貸金催促ノ詞訟J 東広始審裁判所 M17・04・12判決
[33]控訴審、 [35・36・39]関連
[35] 1貸金催促ノ詞訟」 麹町区裁判所 M17・04・19判決 [36・39]関連
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関連・供述調書六通
[36] I貸金催促ノ詞訟J 麹町医裁判所 M17・04・19判決 [35・39]
関連・供述調書五通
[37] I貸金弁償要求ト訴目ヲ附スル詞訟」 京都始審裁判所 M17・06・24判決
[38] I貸金催促ノ訴訟j 大阪始審裁判所 M17・06・24判決
81 I娼妓廃業故障解除ノ詞訟J(身代限)
東京始審裁判所 M17・07・31判決 80関連
82 I娼妓稼代金精算過金請求一件J(控訴)
東京控訴裁判所 M17・06・14判決静岡始審浜松支庁
83 I娼妓廃業届調印方ノ訴訟」 松江始審裁判所 17・07・16判決
[39] I約定償金履行ノ制訟」 東京始審裁判所 M17・10・13判決
[35・36]関連
[40] I貸金催促ノ控訴J(控訴) 束京控訴裁判所 M17・10・27判決
[27]初審、 [35・36・39]
明治 18年
84 娼妓廃業届書へ調印差拒詞訟」 秋田始審裁判所 M18・02・10判決
85 I娼妓鑑札返上方ニ付上申書へ連印請求」
名占屋始審裁判所 M18・03・19判決 86控訴審
86 I娼妓鑑札返上方ニ付上申書へ述印請求J(控訴)
名古犀控訴裁判所 M18・05・29判決 85初審
[41] I円賦金流i帯ノ訴訟」 商館治安裁判所 M18・06・05判決
[42] I貸金催促ノ事件J(控訴) 束京始審裁判所 M18・07・21判決 下谷区裁
明治 19年
87 I娼妓止業調印請求ノ訴訟」 神戸始審裁判所 M19・02・27判決
88 I属籍氏名ヲ詐称シテ娼妓営業鑑札ヲ受ケタル事件」
函館始審裁判所 M19・04・06判決
89 I属籍氏名ヲ詐称シテ娼妓営業鑑札ヲ受ケタル事件」
函館始審裁判所 M19・M・30判決
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90 i属籍氏名ヲ詐称シテ娼妓営業鑑札ヲ受ケタル事件」
函館始審裁判所 M19・05・07判決
[43] i抵当貸金催促ノ訴訟」 神戸始審裁判所 M19・04・17判決
91 i娼妓廃業調印差拒ノ訴訟」 東京始審裁判所 M19・04・30判決 92控訴審
92 i娼妓廃業調印惹拒事件J(控訴) 東京控訴院 M19・07・10判決 91初審
93 i芸妓働金請求之訴訟事件」 江刺治安裁判所 M19・07・22判決
明治20年
[44] i貸金催促ノ制訟」 東京始審裁判所 M20・03・11判決
94 i娼妓廃業差拒ノ訴訟」 東京始審裁判所 M20・06・09判決
95 i芸妓稼約定履行請求ノ訴訟」 大阪始審裁判所 M20・10・21判決
96 i娼妓止業及転籍請求ノ急訴」 神戸始審裁判所 M20・10・18判決
明治お1年
97 i将来ノ去妓純益金分配加入約定請求ノ訴訟」
名干片屡治安裁判所 M21・04・10判決
98 i娼妓廃業差招ノ詞訟」 函館始審裁判所 M21・04・28判決
99 i娼妓廃業及計算要求ノ詞訟」 仙台始審裁判所 M21・09・10判決
100 i問妓廃業差拒ミノ詞訟J 仙台始審裁判所 M21・12・06判決
[45] i家犀引払要求ノ訴訟」 仙台始審裁判所 M21・12昏15判決 [46]控訴審
[46] i家犀引払要求ノ剖訟J(控訴) 宵城控訴院 M22・03・22判決 [45]初審
明治22年
[47] i貸金催促ノ訴訟」 大津始審裁判所 M22・02・20判決
101 i娼妓廃業妨害差止ノ訴訟J 大阪始審裁判所 M22.04・19判決
102 i娼妓廃業差拒ノ訴訟」 仙台始審裁判所 M22・04・24判決
103 i芸妓廃業差拒排斥及門籍井物品取戻ノ訴訟」
山υ始審裁判所赤間関支J-rM22・05・m判決 106控訴審
104 i娼妓廃業拒障解除ノ訴訟」
宇都宮始審裁判所栃木支庁 M22・09・17判決 105控訴審
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105 I娼妓廃業故障解除ノ事件J(控訴)
M22・11.29判決 104初審
106 I芸妓営業差折排斥及戸籍並物品取戻ノ事件J(控訴)
広島控訴院 M22・09・18判決 1031りj審
107 ノ訴訟j 仙台始審裁判所 M22・10・15判決
明治23年
[48] I物件取戻反訴J(仮処分) 仙台始審裁判所
M23・01・29判決 [40]・110関連
108 I芸妓廃業井帰郷復籍方請求ノ訴訟」 松江始審裁判所 M23・01・31判決
109 I抵当屋敷ぷ娼妓等受民ノ制訟」 仙台始審裁判所 M23・02・22判決
110 I娼妓廃業届書面ニ捺印方請求ノ詞訟」
名古屋始審裁判所 M23・02・28判決 111・113控訴審
111 I娼妓廃業届書官面ニ捺印点請求ノ事件J(控訴予審)
名干片屋控訴院 M23・04・10判決 110初審
112 Iぷ妓稼料請求ノ訴訟」広鳥治安裁判所 M23・06・03判決
113 I娼妓廃業届書書面ニ捺印方請求事件J(控訴本審)
名占屋控訴院 M23'09・30判決 110初審
114 I相妓廃業届書面ニ捺印方請求之詞訟J(予審)
名占庵始審裁判所 M23・04・30判決 115控訴審・ 116本審
115 I娼妓廃業届書書面ニ捺印方請求ノ事件J(控訴)
名古岸控訴院 M23・07・10判決 114初審
116 I娼妓廃業届書面ニ捺印方請求ノ訴訟J(本審)
名古屋始審裁判所 M23・09・27判決 114予審
[49] I貸金請求事件J 名古屋治安裁判所 M23・03・13判決
[50] I貸金請求ノ訴訟」 名古屋始審裁判所 M23・04・11判決
[51] I抗告棄却決定」 名古屋控訴院 M23・05・21決定 114関連
[悶]I貸金催促ノ訴訟J 秋出始審裁判所 M23・06・13判決
[53] I抵当屋敷其他ノ物件受戻事件J(控訴)
宮城控訴院 M23・06・23判決 109初審、[48]関連
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117 I芸妓営業稼約定書履行ノ詞訟」 名古屋始審裁判所 M23・10・31判決
[54] I貸金請求ノ訴訟J 名肯屋灰裁判所 M23・12・20判決
関連「貸金請求ノ訴訟J(訴訟費用) 名肯屋灰裁判所 M23・12・20判決
明治24年
118 I娼妓廃業差担舛ニ証書取戻請求ノ事件」
根室地方裁判所 M24・06・16判決
119 I娼妓!発業届書ニ捺印求事件」 名占犀区裁判所 M24・06・30判決
[55] I貸金請求事件」 根窒地方裁判所 M24・10・10判決
明治28年
120 I娼妓廃業届連印要求事件」 仙台地方裁判所石巻支部 M28・04・17判決
121 I芸妓稼約定ニ基ク勘定不足金請求J(控訴)
大阪控訴院 M28・12・06判決和歌山地裁
[B]判決例の翻刻
明治10年
[lJ I貸金催促ノ訴J(東京裁判所、 M10・02・21判決)
明治9年第2010号
所長池田⑮ 掛七等判事 飯田恒男時
判事水杉⑮主三級判事補児玉武寛@副三級判事補後藤常健⑮
申渡案
長嶋嘉兵衛
被告同第七大区弐小区平氏中村初太郎代人同第弐
大区拾壱小区
土井義章
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引合人同第五大区弐小区平民
金 i暴丹製
貸金催促ノ訴遂審理処
原告ハ金津丹皇ヨリ甲第壱号証書譲受タルニ依リ中村初太郎エ該証ノ金額返済方
屡催促シタレトモ返金不致ニ付明治八年十月中出訴ニ及ヒ示談ノヒ内金受取中第
弐号三号証書取置キタリ其後約定通返済セサルニ付今般出訴セシ処被告ニ於テ元
証書ハ娼妓質入ノ証ナレハ返済難致旨申立レトトモ新規証書ニ書改メタル上ハ速
ニ返金受度旨申立
被告ハ甲第壱号証書ノ金額ハ乙号証書ノ通明治四年九月ヨリ明治丘年瓦月迄追々
娼妓ヲ質入トシ金丘百六拾弐円瓦拾銭借受タルモノニテ明治丘年十月中娼妓解放
ニ付右貸金ハ総テ不取上旨ノ公布ナレトモ金i翠丹史ハ従来懇意ノ間ニテ借受タル
モノナル故利子等計算シ娼妓稼寓ヲ以テ差引相立残金弐百八拾円五拾銭ヲ明治六
年十二月三十一日ニ甲第壱号証書ニ書改メ乙号ノ証書ト引換タルモノニテ方今難
渋ノ場合ナレハ永年賦返済ヲ原告永諾致サ、ルトーハ娼妓質入ノ借用金ヲ書換タル
モノニ付返弁難致旨申¥i.
引合人ハ甲第'古号証書ハ原告エ譲渡セシニ相違無之該証ノ金円ハ明治四年九月ヨ
リ明治五年五月患追々娼妓ヲ質入ニシ乙号証書ノ通貸渡置タル処其後中村初太郎
ニ於テ旅鰭屋i度山開業ノ際元手金ニ差支エ別ニ其金円借受方周旋致シ遣セシニ付
明治六年十二月三十一日ニ甲第壱号証書ニ害改メ乙号証書返却セシ旨申立タリ
因テ裁決スルコト左ノ如シ
甲第壱号証書ハ明治四年九月ヨリ明治五年丘月迄乙号証書ノ通娼妓ヲ質入トシテ
貸渡セシ金円ヲ書換タル旨元債主金津丹史ニ於テ明言シ被告ノ口供ト符号スル上
ハ~IJチ娼妓年季奉公ニ付テノ貸借ナルヲ以テ明治五年工会中十月太政官第弐百九拾
五号布告ニ因リ不及裁判事
明治十年二月廿一日 東京裁判所
明治11年
[2J i預ケ金取戻之訴訟J(東京裁判所、 M11・09・13判決)
明治 11年第 1219号
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所長池田⑮
出仕近藤勝復@
裁判言波書
預ケ金収戻之訴訟審玉県スル処
中津判事代理
判事
原告東京府第二大灰七小灰寄留長崎県士族
大石隼太郎
被告東京[府]第二大区七小区平民
田中やす
原告ハ明治十年十一月六円被告ノ依頼ニヨリ芸妓梅吉ノ母へ貸渡スヘキ為メ金一;
拾円ヲ他借シ本訴証書ノ通リ被告ヘ附托セシニ被告ハ該金円ヲ同人ヘ貸渡サ、ル
ノミナラス爾後自分ヨリ該金収民ノ掛合ヲナスモ被告其請求ニ応セサルヨリ這回
ノ詞訟ニ及フ処被告ニ於テ該金円ト乗除スヘキ芸妓揚代金有之旨中述スレトモ全
ク被告ノ推知ニシテ方今被告へ払渡スヘキ沌i帯ノ芸妓揚代金等豪モ無之ニ付本訴
金円速ニ退却受度旨申烹
被告ハ明治十年十一月六日芸妓揚代金滝滞ノ分へ当テ金三拾円ヲ原告ヨリ預リシ
節本訴証書ヲ原告へ差入レシ後猶又明治十年十二月廿九日金拾五円ヲ原告ヨリ預
リ置タルニ相違ナキニ付右合金四拾五円ノ内本年八月六日井ニ八月十二日附ヲ以
テ富士見町区裁判所へ差出シタル始末書ニ記載セシ明治十年十月八日以来都合三
拾三口ノ芸妓揚代金四拾弐円五拾銭ヲ控除シ残金ヲ返却スルハ勿論ナレトモ右精
算ヲナサスシテ方今金円ヲ返還スヘキ理由無之旨相答
依テ判決スル左ノ如シ
被告ニ於テ本訴金円ハ芸妓揚代金へ当テ預リ置ーキシモノナレハ従前海i帯ノ芸妓揚
代金ト相乗除セシ残金ナラテハ原告ヘ返還スヘキ理由無之旨申立ルト雌モ右揚代
金ハ被告白ラ所持シ帳簿ニ記載セシ迄ニシテ別ニ確証アルニ非レハ因ヨリ本訴金
円ト相乗除スルヲ得ズ且仮リニ被告ノ陳述スル如ク実地流i帯ノ揚代金有之ルモノ
トスルモ本訴金円ハ芸妓揚代金へ内テ預リシモノナリトノ証左ナキノミナラス該
揚代金ハ既ニ同訴期限ヲ経過セシモノニ係レハ芳其申分不相立ニ付原告請求ノ金
額ハ自今十二ヶ月内ニ被告ヨリ返償スへシ
[明治十一年]九月十三日 東京裁判所
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[3J i貸金催促ノ訴訟J(東京裁判所、 M11・09・25判決)
明治11年第1045・1046号
所長池田@
貸金催促ノ訴訟審理スル処
判事飯田恒男@
判事補伊地知光定@
原告東京府第三大区八小区平民
田中やす
被告東京府第一大区十小区平民田中もと同人長女
田中ろく代人全府第一大区十四小区平民
中村伊兵衛
原告中立ル旨意ハ明治十年六月中被告ノ内ろく儀芸妓山稼致シ度ニ付衣類其外支
度金トシテ金員借用致度旨頼談ニヨリ金員貸波シ明治十年七月一日ろくヲ自分方
ヘ引取タルモ都合ニヨリ自分地面内伊烹本ト称スル従来本多銀次郎ん会ヘ寓居為致
置営業中衣類三味線飲食共悉皆自分克ニテ相賄ヒ五代ハ自分へ纏頭ハろくへ収入
之筈ニ取極メ置タルニ明治十一年一月十八日ろく儀自分ヨリ貸iJ支置タル衣類ヲ着
セシイ尽座敷先ヨリ逃走致シ其後五月中旬ヨリ根津八重垣町二娼妓渡!l1:致居ル旨伝
承セシニ付貸附残金返済ノ儀掛合ニ及ヒタルニ甲第六号ノ証書ノ如ク復タ芸妓ト
ナリ返済シ度旨申スニ付其旨承諾シタルニ尚荏再等閑ナルニヨリ今般ノ出訴ニ及
ヒタルニ被告ハ玉代ハ自分ト折半ノ約定ナレハ差引計算ヲ為ストキハ立十七円余
ノ歳余アル旨乙第一二三号ノ証書ヲ掲ケ抗弁スト難素ヨリ右様ノ約定ニ無之嚢ニ
ろくカ山稼セシ駿河町八番地杉山新兵衛井烏森町蓬莱岸ーホモ間合セタルニ王代折
半ホノコトハ之レナキナリ然シテ乙三号ノ調書ハ自分ヨリ被告ヘ送付セシニ相達
ナキモ該調書ノ末項ニ玉代てツ割ノ伊豆本トハ本多銀て郎ノコトニテ毒モ被告ト
ノコトニアラス尤該調書:ハ明治十年五月巾被告ハ更ニ芸妓トナリ自分方へ出
稼スヘシトノコトナルニヨリ至急ヲ要シタル取調書ナレハ少シキ通算ハ難計二付
甲第七号出納表ニヨリ差日|ノ上不足ノ分皆済受度乙第阿号ノ約定説ハ差入タルニ
相違ナキ骨申立タリ
被告代人申立ル趣ハ原告ヨリ T-同十五号及ヒ-r-同十六号ヲ以テ訴ヘタル甲第一号
ヨリ第五号迄ノ証書ハ相違ナシト蹴該金借用ニ付テハ約定書ニ記載ノ通ろく稼方
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ヲ原告へ依頼シ然シテ其稼高即チ玉代ヲ折半シ其半額ヲ以返弁ニ充ルノ約定ニ有
之依之明治十年七月ヨリ明治十一[年]一月マテ乙第一二号ノjニ!ミ帳ニヨリ乙第五号ノ
如ク五代ノ半額ヲ以テ計算セハ即チ五拾七円九十六銭二厘五毛ノ過剰金アルヲ之
レカ差引ヲ為サスシテ証書ノ金員ヲ請求スルハ甚以不当ナリト言サルヲ得ス又市
第六号ノ証書ハ惹入レタルニ相違ナキモ将来借用スヘキ分ノ返済方ヲ記シタルニ
テ最早本訴ノ証書ニ対シ返済スヘキ義務之レナク且ツ原告ハ乙第四号ノ証書ヲモ
入置ナカラ税金ホモ被告ヨリ相納メタルコト有之ナレハ忍皆差引ノ上過剰金ハ取
戻シ度玉数ハ千六百弐十丘本ニ相違ナキ旨答弁シタリ
依テ判決スル左ノ如シ
被告ニ於テ玉代折半ノ約定ナレハ却テ過剰金アル旨申立ルト雛果シテ然ラハ被告
ヨリ之レカ差引ヲ要スヘキ筈ナルニ其儀ナク又玉代折半ノ証拠Lモナク明治十一年
五月四日ニ於テ甲第六号ノ証書ヲ差入レアル上ハ三ツ劃ノ約定ナリトノ供状不相
立ニヨリ原告請求ノ如ク差引ヲ立不足金ハ速ニ被告ヨリ返還スヘシ
但シjニ|ミ代本数ニ於テ双方差異アルモ被告カ自認セル千六行二十五本ヲ以計算ス
ヘシ
明治十一年九月廿五日 東京裁判所
[4J i貸金催促ノ詞訟J(東京上等裁判所、 M12・02・06判決)
明治11年第 1164号
[所長心得西
[主任判事西潟納⑮]
裁判言i度[書]
東京府京橋区平民田中モト外壱名代人
同府日本橋区平民
原告 巾村伊兵衛
同府赤阪区平民
出巾ヤス
貸金催促ノ詞訟東京裁判所ノ裁判不服ノ控訴審理左ノ如シ
第壱条
原告ニ於テ被告出納表出ノ部第一項二項三項及第六項ハ二長町区裁判所勧解ノ際
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原告計算表第一項二項三項及第六項ノ如ク食料ハ一日拾銭衣服料ハ一日拾五銭ヲ
被告不服セシ旨申Ii.ルト難トモ其衣服ノ証ナク而シテ出納表ノ食料ハ一日
五厘衣服料ハ一日弐拾銭ヲ不相当ナリト認ムヘキ愚拠ナケレハ原告ニ於テ右第一
項二項三項及第六項ハ被告出納表ノ通リ被告へ払フヘキモノトス
第二条
原告ニ於テ被告出納表出ノ部第七項税金ハ原告ヨリ完納セシ旨申立ルト蹴トモ明
治十年九月十月両月税金ノ受領証ハ被告方ニ所持有之則被告ヨリ納メタル窓拠ア
ルモノニ付右両月税金六円ハ原告ヨリ被告へ払フヘキモノトス但被告ニ於テ六ヶ
月税金半額九円ヲ請求スト蹴トモ右両月ノ外被告ヨリ納メタル証拠ナケレハ右六
円ノ外ハ請求ノ権ナキモノトス
第三条
被告ニ於テ其山納表山ノ部第九項第十一項第十三項ノ利金ハ明治十一年六月迄ノ
分ヲ請求スト雌トモ原告ニ於テろく退身ノ時則明治十一年一月一応計算ヲ為スヘ
キモノニ付該利金ハ右一ヶ月二止リ其以後ハ其不足金アレハ其不足金ニノミ利金
ヲ牛ースヘキ旨申烹タルハ条理ニ適スルコトニ付右三項ノ利金ハ明治十一年一月ニ
止ムヘキモノトス
第四条
被告ニ於テ其出納表出ノ部末項金三円ハ原告承諾ノ証拠ナケレハ請求ノ権ナキモ
ノトス
第丘条
被告ニ於テ其出納表入ノ部第一項二項合テ千五百九十八本ノ玉数ヲ記載スト難ト
モ被告ヨリ原告ニ遣シタル五月六円附調書二千六百廿五本記載有之而シテ千六百
弐拾五本ノ玉数ニハ今円ニ於テモ異議ナキ旨申立ルニ付右玉数ハ千六百弐拾五本
ヲ以テ計算スヘキモノトス
但原告計算表ニ玉代壱本ニ付拾弐室長五原ヲ以テ計算スト難トモ被告出納表ノ通リ
壱本ニ付九銭三厘七毛五ニテ異議ナキ骨申立ルヨリ有玉数ハ一本九銭三厘七毛五
ヲ以テ計算スヘキモノトス
第六条
被告ニ於テ其同納表入ノ部第二項ノ内訳第一項第三項ろく母横合ヨリ受取タリト
云ハ其証ナク又第二項及第四項以下ろく引受ト云モ其証ナク且五月六日付調書ニ
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モ引受等記載無之穿以採用シカタシ
第七条
被告ニ於テ他へ揚代ノ貸金アルヲ以テ原告ニ対シ差引ヲ要スト難トモ揚代金ハ者1
テ其時今被告白ラ領収シ原告カ関係セサル契約ニ有之且其時々貸金トナルコトヲ
ろくカ承諾セシ証アルニモ非レハ今日ニ至リ他へ貸金アリト云フヲ以テ原告ニ刻
シ差引ヲ要スル権ナキモノトス
依テ判決左ノ如シ
吋因テ被告出納表出ノ部第一項二項云項六項七項九項十一項及十
項ヲ計算シ右四項五項八項十項十二項ニ合金ノ内第瓦条ニ因リ千六百弐扮瓦本
ノ揚代金ヲ控除シ残金ニ明治十一年一:月ヨリ済方当円迄法律上ノ利金ヲ添ヘ原告
ヨリ被告ヘ償却スヘキモノト可相心得侠事
但訴訟入費ハ原被各自可為自弁事
明治十二年二月六日 東京上等裁判所
明治12年
[5J 貸金催促ノ詞訟J(名古屋裁判所、 M12・05・14判決)
明治12年第315号
今村@
[裁判言渡書]
愛知県名古岸ー区山田寿衛後見人平民
原告人 高田金七
同区平民
被告人 日比ライ
同人長久・
同断 日比クラ
同区平民
同断 伊藤金次郎
貸金催促ノ詞訟審問ヲ遂ケ始審ノ裁決ヲ下ス左ノ如シ
原告高田金七ハ被告日比「ライ」長女「クラ」ヲ預リ明治九年一月中金五拾円貸渡
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シ「クラ」ヲシテ芸妓ヲ営マシメ其花揚代金ヲ以テ月賦ニ可受取がJ定ナル処明治十
「クラJえ:妓営業ヲ中止シ「ライJん‘ヘ引取タルニ肉リ貸金元利Ji拾
八円余皆i斉ヲ受度旨訴出タリ然ルニ被告ニ於テハ明治九年一月中金弐拾円借用シ
タルニ相違ナケレトモ日比「クラ」ハ明治十年二月一日ヨリ明治十二年二月十一日
マテ!忠告方ニ於テ芸妓営業致シ二ヶ年間ノ花揚代金及別ニ資受タル纏頭共総テ原
告へ預ケアルニ付之ヲ巨人テ精算スレハ返済ス可キ借用金ハ無之由答弁ス依iと其精
算ヲナサシムル所原告ニ於テハ「クラ」ノ花揚代金等五百有余円預リアル内「ク
ラ」ノ諸入費ヲ精算差引スレハ不足ヲ生スル旨申立テ争論ヲナスト蹴トモ双方疎漏
ニシテ其証蹟ナケレハ之ヲキLスニ南ナキ者トス
前条ノ南南ナルニ依リ原告高田金七ニ於テ被告人共ニ対シ該貸金ヲ請求スル権利
/、無之事
但訴訟入費ハ各自費タル可シ
明治十二年五月十四日 [名古屋裁判所]
[6J i貸金催促ノ一件J(束京 h等裁判所、 M12・12・05判決)
明治 12年第877号
所長心得
主任判事中田憲信@
裁判言渡書案
愛知県尾張回名占犀区平民山田すへ後見人同
区平民高田金七代人
東京府芝区吉川永之助方止宿
愛知県尾張国名古屋区上族
原告 古川守国
愛知県尾張国名古毘区平民日比らい及同人長
交静岡県遠江国敷知郡平民渥美三吾方寄儒日
上じくら
愛知県尾張問名古屋区平民伊藤金次郎代人
東京府同区鈴木まき方止宿
愛知県尾張回名古屋区士族
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貸金催促ノ
如シ
被告 清水重政
イゴ同断
愛知県尾張同名肯屋灰士族
被告 太田作助
ノ裁判不服ノ趣及控訴タル次第遂審理判決スル芹ノ
原告ニ於テハ被告へ本訴貸金ノ返済ヲ要求スルニ被告ハ日比くらカ芸妓営業二ヶ
年間ノ花揚代金及ヒくらカ纏頭ニ貰受タル別花等ヲ原告カ預リタルヲ以テ之レト
差引計算スレハ返済スヘキ借受金ハ無之旨抗弁スト難トモくらカ常業二ヶ年間ノ
揚代金ハ四百弐拾壱円八拾銭アレトモ其六分金ハ原告ヘ収入スヘキニ付くらヘ附
与スヘキ其四分金氏IJチ百六拾八円七拾弐銭トてケ年聞くらカ縫頭ニ貿受タル別花
合計三拾五円六拾銭ト明治八年十一月て日ヨリ明治九年一月三十日迄くらへ与フ
ヘキ小遣金合計七円四拾五銭三圧四毛トノ三口総計ノ金額弐百拾壱円七拾七銭三
厘四宅ヲ相預リタルモくらカ原告万二寄留中ノ寝食費井ニ諸芸稽肯料及ヒ芸妓営
業ニ付衣服ノ損料税金女工場入賞其他諸雑費等ヲ総計スレハ三円七拾六円七拾，古
銭六康七毛ナリトス之ヲヨ口ノ預リ金ニ差引ントスレハ猶肖六拾四円九拾四銭六
厘ノ不足ヲ生セリ依テ本訴貸金ニ差引シ得ヘキモノニアラスト申立ルト難トモ明
治十二年五月十日原告本人高田金七カ初審庁ニ於テノ口供ニくらカ別花ヲ自分へ
預ケタルハ一ヶ月弐円五拾銭戎ハ三円位ナリト申立シハ前キニ二ヶ年間ノ別花ハ
合計云拾半円穴拾銭ナリトノ申立ヲ取消シ吏ニ此ノ申立ヲ為セシモノ、如ク故ニ
一ヶ月ノ別花ハ平均弐円瓦衿銭宛ナリト見倣スモ明治十年二月ヨリ明治十二年二
月十円迄ニハ其金額六拾円余ナリト云ハサルヲ得ス加之原告於テくらカ稼金高ノ
六分ヲ領収スルハくらカ原告方二寄留中ノ寝食費諸芸稽古料且ツ芸妓営業ニ付テ
ノ諸費ニ酬ヒテ領収シタルコトハ明治十一三年十一月廿日当庁ニ於テ原告白認セリ
然ラハ彼ノ揚代金拾分ノ四及ヒ別花小遺金等原告カ?預Eリ置キシハ呆シテくらへ相
i波度スへキ金額ナレハ原告カ請求スルオ本〉ヰL訴ノ元利金ハ之レト差引ヲ為スヘキモノナ
リ依テ別ニ4斗本〉ヰ;訴ノ貸金ヲ請求シ得ヘカラサル儀ト吋
f但且シ訴訟入費ハ規則ノ通リ原告ヨリ被告へf償賞1却;1羽1スへキ事
明治十二年十二月五日 東京上等裁判所
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明治13年
[7J i貸金催促ノ詞訟J(名肯屋裁判所、 M13・01・13判決)
明治 12年第 1043号
今村ゆ
[裁判言渡書]
愛知県名占屋区平民
原告人 松岡長ニ五郎
岡県同区平民
右代言人 依田菊太郎
岡県同区平民
被告人 宮林美一郎
貸金催促ノ詞訟審理判決スル左ノ如シ
原告松岡長三郎ハ元来席貸茶屋波十世ニ有之明治九年中被告宮林美一郎屡遊蕩ニ罷
越シ飲食料及花揚代金等追々i奄i帯シ明治九年九月十一日ニ至リ金弐拾弐円八拾銭
ニ相成第セ号ノ借用証書ヲ取リ其後催促ニ及ヒタル末此引当トシテ第二号ノ預ケ
金手形ヲ預リ暫時猶予ヲ与タレトモ尚返済相成ラサルニ付此金額皆済ヲ受度旨訴
出ル処被告宮林美一郎ニ於テハ明治九年九月十一日付第一号ノ金弐拾弐円八拾銭
ノ借用証書ハ自筆ヲ以テ相認メ実印押捺ノ上差入レタルモノニ相違ナケレトモ原
告ヨリ借用金致シタル覚無之戎ハ右証書ハ登楼ノ末酔中ニ在テ差入レタルモノニ
之アル可クト云ヒ或ハ第二号ノ手形ハ借用金ノ抵当ニ非ラスト申立テ又ハ明治九
年中ノ資楼雑費ハ総テ皆済相成タル同応答スト難トモ第壱号ノ借用証書ハ正シク
被告白署押印ノ上差入タルモノニシテ且預ケ金ノ子形モ亦原告ノ千二存在シiMシ
テ被告ニ於テ之ヲ取消ス可キ証佐ナケレハ返済ス可キ滞金アルモノト看認メサル
ヲ得ス依テ原告請求ノ通リ金弐拾式円八拾銭被告宮林美一郎ヨリ皆済可致事
但訴訟入費ハ成規ノ通被告人ヨリ償却jスヘシ
明治十三年一月十三日 [名古屋裁判所]
[8] i預ケ品及ヒ金円取戻シノ詞訟J(東京裁判所M13・06・30判決)
[明治12年]第 1899号
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所長池田⑮
裁判言波書
判事 木村信一郎@
同補 中
同補 大谷木備一郎@
原告新潟県越後悶南蒲原郡森町村二番地
当時束京府神田区小柳町三十番地望月{専次郎方止宿
平民
坂井石次郎
被告東京府本郷区根津須賀町七番地平民
岡村キン後見大和田丈古代言人
田村成義
ヒ告 同府浅草区馬道町八丁目五番地平民
当時岡村キン雇人島田ヨネ代人
神田松宮町二十一書地平民
真壁千蔦太郎
預ケ品及ヒ金円取戻シノ詞訟始審裁判左ノ如シ
第一条
原告ニ於テ本訴ノ物品及ヒ金円ハ楼主即チ岡村キンカ雇人嶋田ヨネヘ預ケタリト
テ右両人ヲ対手トナスモきんカ麗人よねヘ差預ケシ故きんニ係リ要求スル上ハ其
雇人よねヲヒ告トスルハ不筋ナリトス
第二条
被告きんニ於テ本訴物品;反金円ハよねカ預リタルニ相違ナキモ引手茶岸ーノ誘引ニ
係ル者ハ該茶屋二瓶クヘキハ乙号証規則書ノ通リナルニ原告カ右規則二従ハサル
ニ山タル紛失故其需ニ応シ難キ旨弁駁スト昨ートモ乙号証ノ規則ヲ白ラ確守シ遊客
ニモ之レヲ固~rセシムルモノナレハ雇人よねカ之レヲ預クヘキノ理ナシ日ニよね
於テ之レヲ預リタルノ事跡ニ就テ視ルニ該規則書:ナルモノハ毒モ効能ヲ有セサル
コト若明ナリ因テ其申分相立ス
第三条
前二条ノ理由ナルニ付仮ヒ雇人よねカ怠ニ乗スル紛失ナルモ楼主タルきんニ於テ
之レカ責ヲ遁ルヘキニ非サルヲ以テ原告請求ノ二品ハきんヨリ償却スヘシ
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但よねニ係ル訴訟入費ハ原告ヨリ其原告ニ係ルトきんノ入費ハ被告きんヨリ弁
ヘシ
明治十三年六月三十日
[9] I預ケ品及ヒ金円取戻ノ一件」
明治 13年第 1823号
所長西@
主任判事大海原尚義ゆ
副任判事犬塚重遠⑮
裁判書
、M14・04.25判i夫)
東京府本郷区根津須賀町七番地平民
岡村キン代人
同府京橋区築地二町目一番地平民
原告 向井勝悟
新潟県越後同南蒲原郡森町村二番地平民
被告 坂井石次郎
預ケ品及金円取戻シノ一件東京裁判所ノ裁判不服ノ控訴審理判決スル左ノ如シ
被告ニ於テ甲第一号証ハ不存原告傭人島田ヨネナル者本訴物品預ケ置タルヲ盗難ニ
催リ失ヒタルカ故原告ヨリ償ヲ得ヘキ旨申立レトモ該物品ヲ預リタルコトハ原告カ
然諾セシニ非ラス又該物品ヲ島田ヨネニ預ケタルモ保険ノ約束ヲ以テ預ケタルモ
ノトモ難認依テ其海難ニ催ル物品ヲ償ハシメントノ申立ハ相立サルモノト判定ス
但シ訴訟入費ハ規則ニ照シ被告ヨリ原告へ相償フヘシ
明治十四年四月
東京上等裁判所
判事犬 J家主主遠
判事大海原尚義
[10] I預ケ品及ヒ金円取戻シ一件J(大審院M14・10・14判決)
[明治14年j第315号
明治 14年06月24日上告
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第一条
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h告
新潟県越後国南蒲原郡森町村二杏地平民
阪井石次郎代言人
束京日本橋灰呉服町二十九番地寄留山梨県平民
松井 i畢平
東京本郷区根津須賀町七番地平民
岡村ギン代人
同京橋区築地二丁目壱番地
被上告 白井勝
原判文二「該物件ヲ預ケタルコトハ原告カ然諾セシニ非ラス」トアレトモ嶋田
「ヨネ」ハ被上告ノ傭人ニテ該家ノ娼妓ハ附属シ来賓ノ饗接ヲ為ス主務者ナレハ
「ヨネJハ被上告人カ業務一部ノ代理者ニシテ之カ負担ノ部分ヲ扱ヒシ事項ニ対
シ被 k告人カ然諾セサルコトヲ倣スヲ得ヘカラサルナリ然ルニ)京裁判所ハ是等
ノ事理ヲ審究セラレス漫然被 h告人カ然諾セシニ非ラスト判決ヲ下サレタルハ
不法ノ裁判ナル事
第二条
同判丈ニ「又該物品ヲ島田「ヨネ」ニ預ケタルモ保険ノ約束ヲ以テ預ケタルモノ
トモ認メ難クJトアレトモ抑モ被上告人カ営業ノ如キ遊客室内ニ混同シ而シテ酎
酔娯寝スルノ輩ヲ扱フ業務ナレハ固ヨリ保険ノ為メ其所持品ヲ預リタル者すル
コト論ヲ挨サルナリ現ニ被上告人ハ来客ノ所持品ハ保険ノ為メ甲第一号証ヲ以
テ戎ハ娼妓或附属女中戒ハ家長等カ資ルヘク伶]シ否ラスシテ来客所持ノ侭遊興
シ紛失等ニ擢ルアルモ楼主ハ関係セサルトノ家規ナルニアラスヤ然ル二本件ノ
物品ヲ預リタル者ハllJチ其附属火中ナル島田「ヨネ」ヲシテ乙第一号証ノ如ク被
上告人カ右物品紛失ノコトヲ其筋へ訴ヘタル等ノコトヲ推究セハ本訴ノ物品ヲ
「ヨネ」カ預リタルハ素ト保険ニ成リタルコト判然タリ然ルニ原裁判所ハ是等ノ
明証ヲ措テ不問ニ付シ単ニ保険ノ締約ナシト認メラレタルハ審理ヲ尽サ、ルノ
ミナラス比保険云々ノコトハ上告人ト島出「ヨネJトニ関シ上告人ト被上告人ト
ノ問ニ下スヘキ判語ニアラサレハ穿以テ不法ノ裁判ナル事
第三条
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同判丈ニ「依テ其盗難ニ催ル物品ヲ償ハシメントノ申立ハ相立タサルモノト判定
スJトアレトモ抑モ本案ノギ義タル k告人ハ被ト告人ノ家則ニ応シ保険ノ為メ管
守セシメタル物品ナレハ喰へ盗難ニ 4情レルモ其被 h告者ノ怠リニ成マタルモノ
ナレハ k告者ハ之レカ償還ヲ求ムルノ権利ヲ期スルモノナリ然ルヲ原裁判所ハ
前文ノ判決ヲ与ヘラレタルハ不法ナル事
被上告者ハ右上告ニ対シ不当ナルヲ論シ原裁判ヲ弁護セリ
弁明
ヲ審奈スルニ当時上告人カ原裁判所へloJテ答弁セシ旨趣ハ要スルニ被よ
告甲第一号ノ規則書ハ曾テ知ラサルモ本訴ノ懐中物並ニ金円ハ現ニ被上告者ノ
雇人タル島田「ヨネ」ヘ附托シ而シテ紛失シタルモノナレハ其雇人ノ怠リヨリ生
シタル上告者カ損害ハ其雇主タル被上告者二於テ之レヲ負担スルハ当然ナリト
ノ一点ニアリトス然ルニ凡ソ物品ノ附托ニ於ケル随意ノ附托アリ又止ムヲ得サ
ルノ附托アリ本訴妓楼ノ如キハ一時遊興ノ為メ来客ノ宿泊スルモノナレハ固ヨ
リ巨多ノ物品ヲ携帯スヘキ筈ナキノミナラス其物品ハ別ニ附托スル処アリテ必
シモ妓楼ニ附托セサルヘカラストノ理由アルニ非サレハ本訴ノ物品ハ則チ随意
ノ附托ニシテ止ムヲ得サルノ附托ニ非サルコト明カナリ故ニ「ヨネ」ハ被 h告者
ノ雇人ニシテ被ヒ告者ハ該物品ノ盗難届ニ押印為シタリ油之レヲ以テ当時「ヨ
ネ」ハ被上告者ノ認諾ヲ経テ物品ヲ受托シ又被上告者カ代理者ニテ物品ヲ預リタ
ルト定ムルヲ得ス依テ被上告者ハ之レカ責任ナキコト論ヲ倹サルニ付東京上等
裁判所於テ「該物品ヲ預ケタルハ原告[被上告]カ然諾セシニ非ス[中略J依テ其盗
難ニ，薩ル物品ヲ償ハシメントノ申立ハ相立タサル」云々ト申渡シタルハ允当ヲ得
タルノ裁判ナリトス
判決
右弁明ノ筋合ナルニ付東京上等裁判所ノ裁判ハ破致スヘキ理由ナキモノトス
但シ訴訟入費ハ上告者-ノ負担タルヘシ
[l1J ["預ケ金取戻ノ訴訟J(東京裁判所、 M13・11・22判決)
明治 13年第3275号
所長池出⑮ 判事古賀明鐙⑮
同補帆足i青京@
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同補草間正名⑮
原告束京府浅草同平民
田村新三郎代人全l実平民
細井定五郎
被告全府下谷区平民
田中きん
子氏ケ金収戻ノ訴訟始審ノ裁判如左
被告ニ於テ本証金四十八円ノ証書ハ明治十三年四月中原告へ交付セシニ相違ナキ
モ該証ノ起因タル娼妓もとカ原告方ヘ山稼中諸小遣等ニ宛テ追々借受タル分ヲ取
纏メ認メタルモノナレハもとヨリ償却スヘキ勿論ニイ寸本訴ハ要求ニ難応旨主張ス
ト難トモ果シテ右もとカ本金ヲ預リタルモノト認ムヘキ証左之レナキニ付原告要
求ノ金額ハ即チ本証ノ契約ニ基キ速ニ返償スヘシ
但訴訟入賞ハ被告ヨリ償却スヘシ
明治十三年十一月廿二日 東京裁判所
明治14年
[12] I預ケ金請求ノ訴訟J(福島裁判所酒田支庁、 M14・02・25判決)
明治13年第2484号
所長代1早心得 矢野@
裁判言渡書
民事課内山@
山形県羽後国飽海郡酒田今町平民近藤美恵代言
羽前圏西田川郡鶴岡十三軒町上族
原告 西堀秀敏
被告
預ケ金請求ノ訴訟審理スル処
原告訴訟ノ要領
山形県羽後国飽海郡j酉出本町壱J目セ族池出藤九自1
代言同所上荒町士族
長岡為勝
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原告本人近藤美恵カ芸妓営業ヲ為スノ日途タルヤ専ラ資本ヲ貯蓄シテ以テ別家ヲ
ントスルニ在リ然ルニ明治十二年四月以来被告本人池田藤九郎ノ愛顧ヲ
日夜ノ陪席間断ナク殆ト他ノ宴席ヲ絶ツニ至レルニ際シ被告問ヒ日ク原告カ此業
ヲ為ス何ノ目的ソト原告之ニ答フルニ前顕ヲ以テセリ被告重テ日ク原告ノ欲スル
所容易ナリ速ニ宅地建家及資本ヲ与ヘテ其日的ヲ遂ケシメント悶テ之ヲ約シタ
リ而シテ退テ熟慮スルニ若シ彼反罪スルアラハ我カ一身ヲ過ル而己ナラス衆人
ノ笑ヲ取ランコト必セリ芸妓ノ恥此ヨリ大ナルハナシト一日被告ニ語テ日ク子
ノ来車繁劇是我カ洪福ナルモ今日ノ景況遂ニ他客ノ愛ヲ失フニ至ル子若シ
我ヲ顧ミサルアラパーハ衆人ノ笑ヲ招キーハ我カ身ヲ立ルノ途無カルヘシ是我
カ密ニ憂ピサルヲ得サル所以也被告日ク税決シテ約ヲ変セス幾ハクモナクシテ
政妾トセン若シ違フアラハ如何トモスヘシ姐甲第て号契約証書ヲ遣ハシタリ其
後彼ハ頗ル浮薄男子ナル趣ヲ伝聞シ注目スルニ果シテ其様子モ見へケレハ終始
頼モシクアルマシト思慮シ復タ被告ニ謂テ日ク嚢ニモ述ヘタル如ク甚夕子カ心
中覚束ナシ結局人ノ突ヲ取ランヨリ寧ロ今ヨリ互ニ離隔スルニ如クハ無カルヘ
シ被告白ク何ソ我ヲ疑フノ太甚キヤ我誓テ約ニ背カス誼秘密ノ証書ヲ与へタリ
而シテ明治十二年一月七日ニ至リ被告日ク兼テ約定ノ宅地家屋未タ調ヒ兼タレ
ハ其代トシテ金千円遣ハスヘクニ付安心シテ自今芸妓営業ヲ廃シ我外妾トナル
ヘシ但目今現金所持セサレハ預リ証ニテ渡スナリ追テ入用ノ節ハ証書引換ニ金
円可相渡トテ遣ハセシモノ則甲第壱号千円金ノ預リ証書ナリシカ元来被告ハ酒
田ニ於テ衆人ノ許ス屈指ノ富家ナレハ前件ヲ確信シテ即金ヲ受取ラサルモ廃業
ヲ承諾シ継テ其旨届出タルハ甲第三号保証書ノ通ナリ然ルニ該金請求方示談調
ハサルヨリ酒田区裁判所ノ勧解ヲ経南シ本件ノ訴訟ニ及タル処被告代言ニ於テ
酔興ノ余リ戯レニ記シタル無原因ノ証書ナル旨申立レトモ戯レモ事ニ区別ノア
ルヘキ筈貸借預リ或ハ売買譲与等ノ証券ノ如キ仮リニモ与フヘカラサルハ未了
年者及婦友子ト膿トモ皆之ヲ知レリ況ヤ丁年ノ被告ニ於テヲヤ是決シテ信ヲ置
クニ由シナキナリ日.廃業ノ際小間物j占ヲ取関与ヘタル杯、陳述セシコト有之タレ
トモ此亦架空ノ陳言ナリ該j占ノ知キハ自家ノ奮発ト親族ノ協力トニ依テ成立タ
ルモノニテ豪モ被告ノ補助等ヲ受タルニアラス殊ニ営業中ハ唯終始ノ契約ヲ頼
ミ勉テ被告ニ浪費セシメサルヲ旨トシ節々忠告シタルヲ以テ被告ハ返テ喜ハス
耳ニ逆フノ責ヲ免レカタク時トシテハ風波ヲ起シタルコトモアリシ程ナレハ原
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告ニ貰ヒ受ル処ノ金額ハ僅ニ拾有余金ニ過キス而シテ廃業ノ後ハ預リ金ヲ渡ス
ノ実費[被告ノ飲食料トモ]ヲ払波スヘキ旨曾テ約諾セシ金円スラ明治十
三年三月払[一月二月三月トモ]ノ節僅守三分一払出セルノミニシテ其他ハ今ニ
至ルマテー金ノ仕払ヲモ受タルコトナク兼テノ契約水泡ニ属シ進退維谷今ヤ此
レ預金ヲ請求スヘキノ秋也若シ之ヲ求メ得スンハー身ヲ措ク所ナク徒ニ路頭ニ
岬吟セン而巳因テ速二該金ヲ受取ヘキ様裁判ヲ仰キタク尤該証ヲ受取タルヨリ
廃業屑ヲ出シタル迄二十日足ラスモ過失シタルハ一旦届出タルモ書式不都合ニ
シテ収受ケラレス改テ差出タル次第ナレハ是カ為メ日数ヲ費ヤシタル旨陳述ス
被告答弁ノ要領
原告本人近藤美忠;ヨリ被告本人池田藤九郎ヘ係ル瀬ケ金請求ノ訴訟ニ付被告ハ
之ヲ左ノ三点二分チテ上陳ス
第一原告カ提供セシ証書ノ成立
第二原告カ陳述ニ対スル論駁
ノ請求ニ応シカタ
第一 原告カ提供セシ第古ル号証ノ成¥T.タルヤ先ニ彼カ去妓営業中時々酒席ニ招
キ明治十二年一月七日ノ夜彼カ冗ニ柑宴ヲ開キタル際酔興ノ余リ一時ノ戯レニ
記シタルモノニテ金円ヲ預リタルモノニアラス又恵ミタルモノニモアラス而シ
テ当時酔中原告へ与ヘタル書面ハ該証書ニ止マラス戎ハ約定戎ハ契約杯ト記シ
殆ト数通ニ及へリ然シテ毎通戯レニ出サ、ルハ無ク総テ無原因ノモノニシテ是
カ為メ柳モ権利義務ヲ生スヘキ者ニハアラサル也
第二 原告カ陳述ニ依レハ原告本人美恵カ芸妓常業ノ目途タルヤ専ラ資本ヲ貯
蓄シ以テ別家ヲ為スニアリ云々被告章ーテ日ク原告ノ欲スル所容易ナリ速ニ宅地
建家反資本ヲ与ヘテ其意ヲ遂ケシメン云々被告日ク戎決シテ約ヲ変セス幾ハク
モ無クシテ技カ妻トセン若シ違フコトアラハ知何トモスヘシ漣甲第一て号証ヲ遣
ハシタリ云々ト今之ヲ概言スレハ一家ヲ興スノ資本ヲ貰へ受ヘキ約定ヲ為シ且
其約定ヲ変セラレンコトヲ憂ヒ遂ニ夫婦ノ契約ヲ結ヒタルト云フニアリ夫レ妻
ナルモノハ夫ト屑ヲ同フシ共ニ其家ヲ守jレヘキモノナルハ人間社会行ク所トシ
テ然ラサルハナシ然ルニ原告夫婦ノ契約ヲ結ヒタルト明言シ而シテ一家ヲ為ス
ノ資本ヲ貰へ受タルトハ是何ノ謂ソ背理モ亦太甚シカラスヤ将タ約定ノ宅地家
屋ノ代トシテ千円金ヲ遣ハスヘクニ付芸妓営業ヲ廃シ我外妾トナルヘシトテ甲
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第壱号証ヲ被告ニ於テ遣ハシタル云々ト是等ハ固ヨリ歯牙ニ掛クルニ足ラサル
モ仮ニ其不当ヲ挙ケンニ該証書ノ日附ハ明治十二年一月七日ニアリテ巾
廃業届書ノ日附ハ其月廿五日トアリ若シ該証書ヲ以テ廃業ヲ為スタメ成烹タル
モノトセハ遅クトモ一周間ヲ出テスシテ断然届出ヘキ筈ナルニ殆ト二十日ノ久
キヲ徒過セントハ景荷クモ千円ノ大金ヲ寅へ受為メニ廃業ヲ為スモノ、所為ナ
ランヤ此其廃業ノ全ク該証書ニ関セサルヲ見ルニ足レリ又即金受取ラサルモ預
リ証書ヲ確信シテ廃業セシ云々ト是亦窓虚ノ陳述匂実ニ確信セシモノナラハ寧
ソ其印章ノ真偽ヲ役場ニIOJテ尋問セルカ如キ疑念アルヘケンヤ畢党信スルニ足
ラサルモノナルヨリ如此所為ヲモナセルモノ也事1原告ニ於テ預リ証書ノ其手裏
ニ存在セルヲ健倖トシ何カナ原因ヲ作為シテ巨額ノ金ヲ貧ランコトヲ計リ巧ミ
ニ前顕ノ陳述ヲナセトモ元来無根ノ レハ結局一トシテ不条理ニ陥ヒラサ
ルハナク而シテ藷ニ其ーアルモ該証書ノ戯レ上ヨリ成立タルヲ証明スルニ足レ
ル者トス而ヲ況ヤ原告悉ク之ヲ陳述セルニ於テヲヤ
凡ソ貸金ト云へ預ケ金ト云フモ皆原閃アリテ而シテ後之カ証言:ノ成¥rヘ
キモノニシテ証書アリテ而ル後原肉ノ牛ースヘキモノニアラス故ニ仮令ヒ証書ア
ルモ無原肉ノモノハ法律 k有効ノモノトセス前顕預リ証書ノ如キ全ク預リタル
金額ニアラサルハ原告ノ陳述ヲ以テモ著明ナルニ若シ強テ之ヲ有原因ノモノト
セハ所謂証書アリテ然ル後原因ノ生シタル者トセサルヲ得スシテ是決シテ無キ
ノ事也然レハ該証書ハ法律ニ於テ有効トセサル者ニ付原告ノ求メニ応スヘキ義
務ナキ旨答弁セリ
判決
第壱条
被告二於テ甲第壱号旗リ証書ノ円附ト甲第二;号廃業届書ノ円附トハ殆トコ十円ノ差
違アリ若シ該預リ証書ノ廃業ヲ為スヘキタメニ成立タルモノナリトセハ遅クモ一周
問ヲ出テスシテ断然廃業スヘキ筈ナルニ然ラスシテ右ノ如キ日数ヲ徒過セシメタ
ルモノハ全ク廃業ノ預リ証書:ニ関セサルヲ証明スルニ足レル骨申込'Lルト雌トモ其
過去セシメタル日数ハ未タ二十日ニ満タスシテ徒ラニ多余ノ日月ヲ経過セシメタ
ル者ニハ無之ニ付之ヲ以テ其廃業ノ預リ統書ニ関セサルトハ認定スルコトヲ得ス
第二条
被告ニ於テ原告前条ノ預リ証書ヲ確信シテ廃業セシモノナラハ其印章ノ真偽ヲ役
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場ニ向テ尋問セル如キ疑念アルヘキ筈ナキニ猶其疑念アルモノハ畢寛信スルニ足
ラサル証書ナルヨリ如此ナル旨申すルト難モ其原告カ役場ニ向テ尋問シタルモノ
ハ注意ニ注意ヲ加へタルニアラサルトハ看認メカタキニ付之ヲ以テ信スルニ足ラ
サル証書ナルヨリ牛シタル疑念トナスコトヲ得ス
第五条
被告ニ於テ前条ノ預リ証書ハ固ヨリ其金ヲ預リタルモノニアラサレハ全ク無原因
ノモノニシテ法律上有効トセサル者ナル旨申立ルト難トモ抑無原因ナルモノハ唯
ニ預ラサルモノヲ預リタルト為セシヲ言ブニアラスシテ預リト為スヘキ道用ナキ
モノヲ預リタルト為セシヲ謂フニアリトス然レハ該証書ハ仮令預ラサル金額ヲ預
リタ jレト記シタルモノニモセヨ預リトナスヘキ道珂ナキ者ニハ無之ニ付素ヨリ有
原因ノモノニシテ法律二於テ無効トナスヘキ者ニアラス
第四条
前数条ニ判定セシ理由アルノミナラス甲第二号契約書ーニ拠レハ金額ヲ与ヘテ廃業
セシムヘキノ理由アルモノニ付努以テ巾 ヲ酔興中ノ戯言:ニシテ権利
義務ヲ牛ースヘキ者ニアラスト為スコトヲ得ス
右ノ筋合ナルニ付被告ニ於テ原告ノ求メニ応シ金千円可相渡者也
但訴訟入費ハ成規ノ通被告ヨリ償却スへシ
明治十四年二月廿五日
[13] I預金請求之詞訟J(宵城上等裁判所、 M14・07・07判決)
明治14年第 125号
山形県羽後国飽海郡酒田本町壱丁目四番地上族池田
藤九郎代人
宮城県陸前国宮城郡仙台区本荒町七番地寄留福島県
磐城園田村郡Z三春町五拾壱番地士族
原告 i梁間内 基
山形県羽後国飽海郡j酉出今町廿九番地平民近藤金台
姉美恵代言人
同国羽前圏西出川郡鶴岡十三軒町廿七番地士族
被告 西堀秀敏
149 
法律論議88巻2・3令併号
預金請求ノ詞訟福島裁判所酒田支庁ノ裁判不法ノ控訴
本訴ハ被告ニ於テ原告へ対シ其外妾トナランコトヲ約シタル為メ授与セラレタル
証書ノ金員ヲ請求スル者ニシテ其外妾ハ法律ノ禁止スル不TF.ノ者ニ非ス又其証書
ノ金員ハ贈与ノ手続ヲ成了シタル者ナリト云フニ在リ肉テ審判スル左ノ如シ
被告提供スル第壱号証タルヤ其云フ所ニ因ルモ原告ノ外妾トナランコトヲ約シタ
ル為メニ原因シテ授受シタル者ナリト抑其外妾タルヤ法律ノ禁止スル所ニ非スト
雌トモ男女ノ間ニ借老ノ約ヲ契ルヤ唯妻アルノミ而シテ被告ハ外安トナル可キノ
契約ヲ為シタルアラハ其身上諸般ノ保護ヲ受クルヲ以テ満足タル可ク他ニ金員ヲ
授受シ又ハ之レカ預リ証ヲ授受ス可キノ事ヲ要ス可キ者ニアラサル可シ且夫レ其
外安ニナランコトノ契約ノ既ニ破滅ニ属シ結果ヲ為サ、ル上ハ之カ為メ原因シテ
授受シタル証書ハ其目的モ亦消滅シタル者ナリトス況ンヤ外安ナル者ハ男女間借
老ノ契約ヲ為ス可キ正当ノ配偶者ニ非サレハ此問ノ契約ハ亦正当ノ保護ヲ与フ可
キ者ニアラサルヲヤ夫斯ノ如ク原被問ニ於テ授受シタル証書ハ正当ニ出テタル者
二非ルナリ而シテ該証ノ金員タルヤ贈与ノ手続ヲ成了シタル者二非ス何トナレハ
原告ハ被告ニ対シ単ニ之ヲ遺ス可クニ付芸妓営業ヲ廃シテ我外妾トナシ其金員ハ
都合アレハ預証書ヲ波シ置ト云ヒタルノミニテ未タ目的ノ物件ヲ授受シタル者ニ
非レハナリ殊ニ其遺ス可シトノ詞ハ之ヲ授受ス可シトノ意ニテ将来ニ係リ之ヲ投
与シタルトノ意ニ非ルヲヤ故ニ該証ノ金員ハ要スルニ贈与ヲ約シタルノミニシテ
其手続ヲ成了シタル者ト云ビ難シ被告第壱号証ノ金員ハ贈与ヲ約シタルノミニテ
其手続ヲ成了シタル者ニ非ス又該証ハ正当ノ目的ニ出テタル者ニ非ルナリ是ヲ以
テ法律ハ之カ保護ヲナサ、ル者トス何トナレハ法律ハ正当ニ非ル目的ヲ達セシム
可キ者ニアラサレハナリ
右ニ弁明スjレ理由ナルヲ以テ被告ハ原告ノ云フ所ヲ信シ廃業ヲ為シタル為メ受ケ
タル損害アリテ其補償ヲ要スルハ格別ナレトモ本訴ノ請求ハ不相立者也
訴訟入費ハ各自弁タル可シ
宮城上等裁判所
明治壱同年七月七日
[14] ["預金請求一件J(大審院、 M14・10・20判決)
[明治14年]第323号
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明治14年09月16日上告
k告人
山形県羽後岡飽海郡泊田今町廿九昏地平民
近藤金吉姉美恵代言人
東京J{J神田院中猿楽町二番地平民
大井憲太郎
山形県羽後困飽海郡酒田本町一町目四番地士族
被上告人 池田藤九郎
預金請求一件宵城上等裁判所ノ裁判ヲ不法すリトシ破段ヲ求ムルよ告ノ要領ヲ摘
載スル左ノ如シ
第一 上告第一号証ノ金員ハ上告本人カ芸妓廃業ノ代償金ナレハ現ニ其廃業ヲ
為シ且ツー且被上告者ノ外妾トナリタル上ハ其外妾ノ契約ヲ永遠ニ存セサレハ
トテ右甲第一号証ノ金員ニ消長ヲ及ホスヘキモノニ非ストノコト
第二 本訴ハ外妾ノ契約ヲ遂ンコトヲ訴フルニ非ス又其違約ヲ訴フルニ非ス而シ
テ卜告巾第一号証ハ外妾契約二牽速スレハトテ外妾ト廃業トハ密着セルモノ、
如クナレトモ自カラ特殊ノ者ニシテ該市第一号証ノ金員ハ廃業ノ代償金ナレハ
豪モ不買当ノ事ニ原肉セルモノニ非ス其外妾トナルノ事ハ外閃ニシテ実肉ハ廃
業ナレハ外妾契約ノ存スルト否トニ関セス被 t告者ヲシテ契約ヲ履行セシメ得
ヘキモノナリ故ニ甲第一号証ヲ以テスル本訴請求金ハ外因ノ如何ニ管セス其実
因ニ就テ法律ノ保護ヲ与フヘキハ当然ナリトノコト
第ヒ三 上告者ハ被上告者ニ対シ廃業代償金ヲ求メ被上告者之ヲ甘諾シタルヨリ
成立タル上告甲第一号証ナレハ代償金授受ノ約諾ハ当時既ニ結了セリ故ニ今円
ハ其甲第一号証ニ尚テ既ニ得タル権利ヲ実行セント訴フルモノニテ未タ得サル
権利ヲ得ント訴フルニ非スrMシテ其既得権ニ於テハ預ケ金ヲ請求スルト同一ナ
リトノコト
大審院ニ於テ弁明判決スル左ノ如シ
弁明
上告本人カ芸妓業ヲ廃スルヤ被上告者ノ外妾トナルノ約二因レル事実ナルコト
ハ原裁判所ノ簿害ニ徴シテ瞭然タリ則チ之ニ由テ成立タル上告甲第一号証預ケ
金証書ハ外妾ノ約ニ起因シテ授受シタルニ外ナラス而シテ其外妾ノコトタル戸
籍上正シク婚姻シタル窓拠アル者ニアラサレハ全ク私通ノ事柄ナリ然レハ其私
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通則チ外妾ノ約ニ因テ成立タル上告甲第一号証ハ正当ノ目的ニ出タル者ニ非ス
トス故ニ原裁判所ハ[該証ハ云今法律ハ之カ保護ヲナサ、ル者トス何トナレハ法
律ハiE当ニ非ル目的ヲ達セシム可キ者ニアラサレハナリ]ト判示シ結局[本訴ノ
請求ハ不相I(者也] ト判決シタルハ不法ニアラストス
判決
右弁明ノ如クナルヲ以テ宮城上等裁判所ノ裁判ヲ破段スヘキ理由ナシトス
[担当裁判官不明]
[15J I貸金井ニ入費金計算請求之訴訟J(東京裁判所、 M14・04・30判決)
明治 14年第634号
所長池田⑮
裁判言波書
馬屋原判事⑪
鈴木判事補⑪
草間判事補⑮
原告東京)付日本橋灰平民
i皮漣宇多
被告同府京橋区平民杉田長吉代人浅草区安藤市太
郎方向居平民
安藤銀三郎
貸金井ニ入賞金計算請求之訴訟裁判如左
原告ニ於テ本訴かめノ稼高ヲ以テ諸入費貸金ヲ清算スレハ尚ホ金百三衿壱円扮六
銭ノ:不足アリト申立ルモ右清算ノ諸入費ハ単ニ原告ノ小遣l限又ハ記臆ヨリ蒐集写
山スル旨白陳シ被告ニ於テモ其精算ノ不相当ナルコトヲ抗論スルよハ之レヲ以テ
其諸入費ノ証，l{t(ト為スヲ得ス既ニ此ノ如クナレハ被告ノ精算ヲ以テ相当ノ者ト見
倣スニ付キ原告ノ要求ハ不相当
但訴訟入費ハ原告ヨリ弁償スヘシ
[明治十四年]同月三十日 [東京裁判所]
関連「貸金井入費金請求J(東京上等裁判所、 M14・10・31解訟願下)
明治 14年第 1469号
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解訟御願下
日本橋灰
原告 渡辺宇多
京橋l天
ヒ告 杉田長官
右私共ヨリ貸金井入費金請求ノ奉控訴候所被告ヨリ話[和]解申入示談行届候ニ付
解訟仕度IUJ後此件ニ付控訴上告ト不仕候間待1聞i斉被成下度此度原被連印ヲ以奉願
上候也
但シ罫紙代価之義ハ原告ヨリ上納可為也
明治十四年十月三十一円 右
東京上等裁判所
今村判事殿
原告渡辺宇多⑪
ヒ告杉田長吉⑪
[16J I操替金催促ノ訴J(松江裁判所鳥取支庁、 M14・09・30判決)
明治14年第708号
判事針生⑮
操替金催促ノ訴
原告訴ノ要領
裁判書
主磯田判事補⑮
副 老泉十六等出イ士@
同 土犀ー十六等出仕⑮
烏根県因幡国邑員郡平民
原告 信夫甚五郎
島根県因幡国巴員郡平民
被告 野間喜六
明治九年三月中被告ノ依頼ニ依リ金七拾五円貸渡シ大坂領谷新中町近藤平六娘熊
ノ娼妓稼料拾六ヶ月分ヲ以テ返金受クル約ニテ本訴貸金証書ヲ受領シ熊ハ原告方
ニテ為稼タルモ於四ヶ月間稼キシノミニテ逃走シ行衛不相知且ツ其間ノ稼高金百
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六拾弐円六拾八銭アリテ原告之ヲ収受セシモ原告カ熊へノ貸債娼妓営業税弐拾八
円弐拾銭飯料四拾五円弐拾七銭蒲団損料弐拾弐円七拾四銭衣煩損料
七拾五円八拾銭貸付金三拾円操替金拾四円五拾銭，台厘アルヲ以テ之ヲ稼料ヨリ除
去日スレハ本訴ノ貸金ヘハ更ニ入金ナキ計算ト相成ルニ付貸金七拾宜円ニ明治十年
七月ヨリ制限法ノ利子ヲ付シタル金高九拾五円弐拾五銭ノ弁償ヲ求ム
被告答弁ノ要領
原告量供スル七拾五円ノ借金証書ヲ差入レタルハ相違ナキモ之ヲ弁償スル近藤平
六娘熊ハ原告方ニテ約定ノ如ク十六ヶ月間娼妓常業ヲ為シタルヲ以テ其間稼料ニ
テ請求金ハ己ニ皆済セリ然ルニ原告カ被告ニ貸債アリト云フ常業税学校費飯料ノ
如キハ原告言ノ如ク稼料ヨリ差引キ然ル可キモ蒲団衣類ノ如キハ原告カ熊ヘ給与
スルハ当然ノ儀ナレハ其損料ヲ求メ得サルモノナリ又貸付金持ニ操替金ノ如キハ
原告カ勝手ニ熊へ貸付タルモノナレハ被告ニ対シ其効ナカル可シ故ニ稼料百六拾
弐円六拾八銭ヨリ上丈営業税学校費飯料ヲ差引キタル残額ヨリ七拾五円ヲ差引ク
トキハ尚残金ヲ牛スル計算ナリ肉テ原告ノ請求ニ応シ難シト
判決
原告申¥J‘ル貸シ蒲凶衣類損料ハ果シテ熊ニ貸シタル哉否原告之レヲ証セサルヲ以
テ熊カ娼妓稼料ヨリ差引クヲ得サルモノトス又熊ヘノ貸金操替金ハ素ト本訴被告
へノ貸金ハ熊ノ稼料ヲ巨人テ弁償受クル約ニシテ其後ニ為シタル操替金等ナレハ今
之レヲ熊ノ稼料ヨリ差引カントスレハ先ツ本訴ノ貸金ヲ差引キ尽シタル後ニ非ラ
サレハ為シ得サルモノトス右ノ理由ナルニ依リ熊稼料ヨリハ被告カ承諾スル常業
税飯料学校費ノ外引去ルヲ得ス而シテ之ヲヲ|去ルモ其残金ハ猶本訴貸金高ニ余ル
ヲ以テ原告ハ己ニ皆済受ケシモノナリトス依テ原告ノ請求相立タス訴訟入費ハ曲
者原告ノ弁償タル可シ
明治十四年九月三十日 [松江裁判所鳥取支庁]
[17J I娼妓廃業連署差拒ノ訴訟J(束京控訴裁判所、 M15・03，-判決)
明治 15年第 115号
所長[署名捺印なし]
主任判事伴⑮
副任判事山本⑮河内⑮
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裁判申I1主案
原告
被告
東京府浅草灰貸座敷il主世渡部延太郎後見人坂部長
次郎代言人
長谷川源造
同庁、I同区平民野崎藤吉野崎ユキ野崎カマ代人
東京府京橋区
佐藤与助
娼妓廃業述署差18ノ訴訟東京裁判所ノ裁判不服ノ趣ヲ以控訴及ニ付之ヲ審玉県シ判
決スル左ノ如シ
被告ユキカマ両人ニ於テハ病症モ之アリ娼妓業ハ難儀ニ付該業ヲ廃止シ相当ノ正
業ニ就ント欲スルヲ以民IJチ廃業ノ願書ニ原告ヲシテ連署ヲ為サシメントス1M原告
乙第一号証乃至第四号証ハ相違無キモ廃業ニ先キタチ返償スル能ハサルノミナラ
ス廃業ノ後ト雌返済ノ方法ハ目下明言シ難ク殊ニ被告カ正業ニ就ニ於テハ該証書
ハ無効ニ属スト陳述スルニヨリ該証ノ丈意ヲ審案スルニ其要領ニ日被告ハ牛市ノ
道相マーサルニヨリ止ヲ得ス娼妓業ヲ営マンカ為メ同人二円五十固ノ金額ヲ原告ヨ
リ借用シ而該業ノ稼高ノ幾分ヲ以返済ニ充ツヘク若シ廃業及ヒ他ニ稼換セントス
ルトキハ該足利円ヲ皆済スヘク或ハ病ニ慌リ医師診断ノ t稼業成リ難キ難治ノ症
ニ有之ハ抵当品恐皆原告ヘ相i度云々トアリ之ニ拠テ見ルトキハ被告カ娼妓ノ醜業
ヲ廃止シ人間普通ノ正業ニ就ント志スハ固ヨリ慶事ナリト難其廃業ハ果テ被告カ
病症ニ因スル乎然ハ則当該約定ヲ履行スヘキハ勿論ナルニ共子継キニ及ハス且借
金ニ於ルモ廃業前返済スル能ハス猶廃業ノ後ト難返済ノ方法ニ於テハ予定シ難シ
ト云ヘルノミナラス被告カ正業ニ移ルニ方ツテハ原告乙号証ハスヘテ無効ニ属ス
ヘシト明言スルニ宝ツテハ頗jレ漫然ナリト云ヘシ何トナレハ原告乙号証中被告カ
廃業シ正業ニ就ニ於テハ該約定ハ総テ無効ニ属スヘキ明文ノ非サルハ勿論然ル所
以ノ条理モ亦非サレハナリ然ハ則被告ハ単ヘニ正業ニ移ルヲ名トシ原告乙第一号
乃至四号~jE ノ義務ヲ脱出シ原告ノ損害ニ関係ヲ免カレント思料スルモノト云ハサ
ルヲ得ス蓋シ原告へ依頼シ生活ヲ得タル其身ノ恩義ハ悦トシテ顧ミサルモ原告乙
号統書ハ総テ依然トシテ存本シ未タ消滅無効ニ至ラサルヲ如何セン夫レ斯ノ如ク
ナルカ故ニ被告ハ原告乙号証ノ義務ヲ負担セスシテ娼奴廃業ヲ為スノ願書ニ原告
ノ連署ヲ求ムルモ原告之ニ応セサルハ不当ニ非サルニ付被告ノ申分ハ相立ストス
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但訴訟入費ハ被告ヨリ原告ヘ償却スヘシ
東京控訴裁判所
明治十五年三月[日不明] 判事 伴 荒田
判事 山本昌行
判 河内信朝
[18] I明妓廃業連署差抱一件J(大審院、 M15・10・27判決)
第387号
明治 15年05月20円土告
上告人
東京府浅草区元吉町十三番地寄留愛知県平民
野l崎藤吉跡相続人
野崎カナ
右カナ二k
野崎ユキ
同 三女
野崎カマ
東京府浅草区西三筋町五十四番地寄留宮城県士族
右代言人 坂田高蕎
東京府浅草区新吉原江戸町二丁目二十一番地平民
坂部延太郎後見人
被上告人 坂部長次郎
娼妓廃業連署差拒一件東京控訴裁判所ノ裁判ヲ不当トシ破段ヲ求ムル上告ノ主点
左ノ如シ
第一 原裁判所ノ裁判ハ上告人「ユキJIカマ」ヲシテ再ヒ昔日ノ如キ惨旦タル
奴隷ノ範囲巾ニ拘束シ被上告乙号数証ノ義務ヲ果サシメントスルノ旨趣ナレ
ハ極メテ法理ニ反戻スル不法ナリトノコト
第二 被上告乙号数証ハ上告人ノ訟求ヲ抗拒スルヲ得ルヤ否ヤノ判定ヲ乞ヒタ
ルニ原裁判所ハ之ヲ為サ、ル而巳ナラスtiJテ乙号数証ノ争点ノミヲ判シテ其
主眼タル本訴ノ旨趣ニ対シ弁明ヲ与エサリシハ審理不尽ナリトノコト
第三 上告人「ユキJIカマ」ノ身体ハ五百円ノ抵当ト倣シタル者ニ非サレハ被
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上告乙号数証ハ上告人ノ訟求ヲ抗拒スルノ材料ト為ス可ラサルコト判然タル
吋 7 口枇ザ，雨脚ヲ尽サスシテ廃業セントノ旨趣不相マトハ実ニ不当ノ裁判
ナリトノコト
第四 トー告人カ原裁判所ニ於テIE業ニ移ルニ方リ原告(被ト告)乙号証ハ総テ無
効ニ属スヘシト明言セシハ蓋シ明治五年第二百九十五号及ヒ明治八年第百一
十八号公布ノアルアレハ乙号数証ヲ以テ上告人「ユキJIカマ」ノ身体ヲ拘束
シ得ル者トセハ取リモ直サス法律ニ背戻スル契約ナルヲ以テ其契約ハ無効ナ
リト論弁シタルモノナルニ原裁判所ハ単ニ乙号数証ヲ無効ト去ブハ不当ナリ
ト速了ノ裁判ヲ降サレタルハ審用不尽ナリトノコト
弁明
本案争訟ノ要旨タル上告人「ユキHカマ」カ斯ル醜業ヲ廃シ正業二転スルニ方リテ
ハ被上告乙号数証ノ契約知何ニ拘ハラス其廃業願書ニ被上告人ノ連署ヲ要請スル
ノ権利アjレヤ否ヤノ一点ニ過キサレハ原裁判ノ当否ヲ判定スルハ被上告人カ上告
人ノ該乙号契約証ヲ履行セサリシヲ以テ其廃業願書:ノ連署ヲ析ミタルハ明治五年
第二円九十五号及ヒ明治八年第行二十八号公布ノ旨趣ニ背戻スル行為ナルヤ否ヤ
ヲ論究スルヲ緊要トスのツテ原裁判書類ヲ審按スルニ其乙第一号証(即チ「ユキ」
借金証書)及ヒ第三号証(即チ「カマ」借金証書)ノ丈中ニ[尤稼中廃業及ヒ他ニ
稼換セントスルトキハ前記借用金元利速ニ皆済可致約若シ自然病気ニ擢リ稼業難
致節ハ医師ノ診断ヲ受ケ果シテ稼業成リ難ク難治ノ症ニ有之ニ於テハ抵当品忍皆
貴殿ヘ相渡シ万一全快稼業相成候時ハ残金悉皆可致約]トアリ又乙第二号証 (~IJチ
「ユキ」契約証書)及ヒ第四号証(民IJチ「カマ」契約証書)ノ第三条ニ[本紙証書
借用金返済終ラサル内娼妓野崎ユキ(乙第四号証ハ「カマ」トアリ)自然病気ニ，隈
リ稼業成リ難キ時ハ貸座敷主立会医師ノ診断ヲ乞ヒ稼業営ミ難キト否トノ証候真
偽明瞭可致ハ勿論之事]同第四条ニ[自然廃業及ヒ他へ稼替致候節ハ野Ir奇ヨキ(乙
第四号証ハ「カマJトアリ)ニ於テ借用金元利一時悉皆可致{民事]トアリテ今「ユ
キJIカマ」カ請願ハ自活ノ目途相立タルニ依リ醜業ヲ転シテ正業ニ就カントノ良
心ニ同タルモノナレハ被上告人ニ対スルモ該乙号数証ノ明文;ノ如ク履行シテ其廃
業願書ノ連署ヲ要ムヘキハ当然ノ情誼ナルヘキニ其当ニ果スヘキノ義務ハ之ヲ外
ニシテ唯リ自己ノ請願ノミ達セント欲スルハ抑モ条理ニ背戻スルモノニシテ良シ
多病ニシテ廃業スルニ至ルモ該乙号数証ノ明文ノ如ク相当ノ手続ヲ倣サ、ル可ラ
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サルモノナルニ其多病ニシテ営業ニ堪ヘ難シトハ膏ニ上告人等ノ口述ニ過キサレ
ハ被 k告人ニ於テ本案ノ請求ニ応セサリシハ当然ノ事柄ナリトス之ニf乃テ被 k
人ノ行為ハ明治五年第二円九十五号及ヒ明治八年第円ー二十八号公布ノ旨趣ニ背戻
スル限ニ非ス何ントナレハ被 k告人ハト告人「ユキJiカマ」ノ身体ヲ拘束スルニ
ゴドスシテ其廃業ヲ出願スル，1:)、 tハ ノ履1Jヲ反求スルト云フニ外ナラサレ
ハナリ左スレハ原裁判所カ本案上告人ノ訟求ヲ排斥シタルハ相当ノ裁判ナリトス
但上告第二項ハ原裁判所カ本案ノ主眼タル旨趣ニ対シ弁明ヲ与エサリシトノコ
ト7レトモ上告人ニ於テ原判文ヲ熟読玩味スルアラハ自ラ弁明ノ不備ナキヲ了
解スヘシ
判決
右ノ次第ナルヲ以テ東京控訴裁判所ノ裁判ハ破段スヘキ理由ナキモノトス
但上告入費ハ上告人ヨリ弁納スヘシ
[大審院判事
[大審院判事
[大審院判事
????????
[19J i1頁ケ金流滞ノ詞訟J(函館裁判所、 M14・12・12判決)
[事件番号不明]
所長馬屋原二郎@ 係リ 主判事補中野清三郎@
副判事補川井正巳@
裁判言渡書
開拓使商館区平民都築仁三郎代人同区平民
原告 吉田熊蔵
同区平民青木栄助代人同区平民
被告 持藤和平
預ケ金沌滞ノ調訟始審ノ裁判左ノ如シ
原告ニ於テ本訴ノ金ハ加藤「モン」ヵ娼妓営業稼キ高ヨリ償却スル約定ニテ貸渡シ
被告ハ「モンJ実父加藤市有衛門ノ代人ト認メ「モンJト連印ノ訳書取置キタリ然
ルニ「モン」失院シテ行衛相分カラサルヲ以テ被告へ督促シ第二号証ヲ領受シタル
ニ被告ハ今更市右衛門ノ依頼ヲ受ケサレハ負担償却シ難シト云モ被告ハ固ヨリ償却
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ノ義務ヲ認メ既ニ第二号証ヲ相波シ尚其約定ニ基キ金u.五円ヲ償却セシ上ハ本訴ノ
ト難トモ勿論償却ノ義務アルモノナルニ付請求金廿五円ハ述ニ償却受ケ度旨申
¥f.ルト難トモ原告第一号証ニ父親代青木栄助ト記載有之ノミナラス原告ハ被告ヲ加
藤市衛門ノ代人ト認メ証書授受シタリト自陳スル kハ則預リ人ハ市右衛門及ヒ「モ
ン」ノ阿名ナリトス況ヤ原告第二号証ハ被告カ名義ヲ以テ授受ナシタ
弁償ノ明文ナク又其一号証ヲ保有スルヲ祝レハ固ヨリ義務ノ更改セシモノニ非サ
ルヲ以テ今被告ニ対シ返金ヲ求ムルハ其当ヲ得サル者トス依テ原告申分不相立
但訴訟入費ハ原被告各自弁ス可シ
明治十四年十二月十二円 [商館裁判所]
[20J I貸衣類取良之副訟J(東京裁判所、 M14.-・一判iた)
明治14年第633号
所長池田⑮
裁判言波書
貸衣類取戻之制訟始審裁判如左
馬屋原判事⑮
鈴木判事補⑮
草間判事補@
原告東京町J日本橋区平民
渡遁宇多
被告同府京橋区平民杉田長古代人浅草区安藤市太
郎方向居平民
安藤銀三郎
被告ニ於テヨド訴物品ハ原告ノ「カメ」ニ附与セシモノナレハカメカ芸妓山稼中ノ諸
入費計算中ニ加フ可キ者ニシテ現品ノ取戻ヲ要求セラル、理ナキ旨中立ルモ果シ
テ原告カ附与セシ証左ヲ挙クル能ハサル上ハ該品ハ当然原告ノ所有物ナルニ付原
告ニ於テ其取戻ヲ求ムルハ亦~然ナリトス故ニ現品巳ニ存布セサル上ハ原告要求
ノ通リ三品ニシテ代金拾五円ニ相当ス口Jキ同種ノ1.<類ヲ返還シ併セテ訴訟入費ヲ
償却lス口Jシ
[明治十四年(月日不詳)J 東京裁判所j
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明治15年
[21J I貸金催促ノ詞訟J(京都始審裁判所、 M15・02・04判決)
明治 14年第 1768号
[裁判言波書]
京都府下京区平民桑山菊太郎後見人平民
桑山エイ代言人
上京区第廿九組丸木材木町居住平民
原告 神戸源右衛門
同府下京区藤井ウ夕方向居平民藤井アイ後見人上
族
被告 志郎俊政
貸金催促ノ詞訟始審裁判スルコト左ノ如シ
被告ニ於テ巾第二号証ハ元来錯誤ニ出テタル契約ナリト弁護スレトモ抑
モ甲第二号証ハ甲第一号証借金返済克法及ヒ被告カ芸娼妓営業 hニ関スル毎月ノ
契積ヲ予定シタルモノニシテ果シテ錯誤ノ契約ナリト視認ム可キ事由ナキヲ以右
甲第二号証ノ契約ハ無効ナリトノ被告申分ハ相立タス
第二条 被告ニ於テ乙第一号乃至第三号之金額合計六百八十五円八十銭壱厘九毛
ノ内甲第一号証即チ原告訟求ノ金額三百八十六円廿五銭及ヒ甲第四号乃更第六号
証ノ金額合計4十こi円四銭丘犀ヲ控除スレハ弐百四十六円丘十銭六犀九毛ハ原告
ヨリ受取可キ残額ナリト抗弁スレトモ原告カ反駁セル其乙第二第三号ノ金額ヲ証
明ス可キ惣拠ナキノミナラス乙第一号ノ金額及ピ甲第七号証指引残額合計五百五
十八円五銭一厘九毛ト第一条二弁明シタル甲第三号証各項ノ金額ぷヒ次ニ被告二
於テ義務ヲ認メタル甲第四号乃至第六号証ノ金額合計七百八十一円五十四銭五座
ト相殺スレハ剥]テ被告ハ弐十三円四十九銭三厩一弔ノ不足ヲ生ス jレヲ以テ甲第一
号証ノ元利金額二対シ相殺セントノ被告申分ハ相立タス
第三条 前条々ノ理由ナルニ1J';リ原告訟求ノ金額ハ被告ヨリ速ニ返還ス吋ーキモノ
トス
第同条 訴訟入費ハ被告ノ担当タル吋ーシ
明治十五年二月四日
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京都始審裁判所
判事補床崎 断;
書記井 i畢TF.直
[22J I貸金催促ノ詞訟J(大阪控訴裁判所、 M16・04・一判決)
明治16年第563号
所長清岡公張⑮
主任判事香JI
副任判事犬飼⑮藤田⑮
裁決書
書記岸良@
大坂府南区平民藤井あい代人
滋賀県近江国坂田郡平民
原告 筏 新治郎
京都府下京医平民桑山菊太郎後見人桑山え
人同時J平民
被告 神戸源右衛門
貸金催促ノ詞訟京都始審裁判所ノ裁判ニ対スル控訴遂審理終審裁判ヲ為ス如左
原告ニ於テハ甲第二号契約証相i度ス節ハ金高記載無之ヲ他日被告ニ於テ勝手ニ記
入シタル者ナレハ無効ナル旨陳弁スレ共後ニ記入シタリトノ証想ナケレハ其申分
相立タス
原告ニ於テ乙第二号芸妓稼中花主付金百四十丘円四十瓦銭ハ被告へ渡シタリト陳
述スレ共甲第七号右金ヲ取次キセシ貸~敷ヨリノ証明ニ依レハ金百三十三円ナル
コト明了ナルヲ以テ原告カ百四十五円四十五銭トノ中立ハ相立タス猶原告カ乙第
三号乙第九号ノ貰ヒ金ヲ被告へ預ケタリトノ陳述ハ更ラニ其証ナキヲ以テ採用ス
ル能ハス又原告ハ芸妓開業ノ節各人へ配布セシ手拭三百筋凡五増倍ノ代価返礼ヲ
受ケシ者ト積リ被告へ預ケ金ノ部ニ入ル者ナリト申立レ共該手拭ヲ贈リタリ連必
スシモ尽ク五倍ニ相当スル返礼為スヘキ慣習モナク又其礼金ヲ預ケタルノ説ナキ
上ハ是又採用スルニ足ラス
右弁明ノ如クナルヲ以テ原告ノ稼高則チ甲第八号ノ揚代金甲第七号ノ客取リ金ト
甲第二号契約ノ税金其他ト差引スレハ原告ヨリ被告へ払フ司キ金額不足スルヲ以
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テ甲第一号証ノ借金ノ返済ニ宛テタリトテ難見認ニ付原告ハ被告請求ノ元利金ハ
速ニ返還スヘ
明治十六年四月[日不明]
ヨリf賞フヘシ
大坂控訴裁判所
判事 [氏名記載およぴ捺印なし]
判事 [氏名記載および捺印なし]
判事 [氏名記載および捺印なし]
[23J I代償金請求之訴訟J(名古犀始審裁判所、 M15・05・05判決)
明治 15年第51・114号
主松浦⑮
裁判言渡書
愛知県名古屋区平民
原告 酒井庄七
岡県同灰貸座敷業坪内五点寄留
ビ告 江口マス
代償金請求之訴訟始審ノ判決ヲ与フル左ノ如シ
原告カ第五十一号訴件之証トシテ提出スルハ明治十四年二月廿八日付ヒ告ヨリ増
山鉦太郎宛金二十円借用証書ニ原告ヨリ代償シタルコトヲヒ告カ承諾印アルモノ
ナリトス又第百十四号訴件ノ証トスルハ木全一友ナル者ヨリ原告宛ヒ告カ代償全
円丘十銭ノ受領書トヒ告カ承諾印アル証書ナリトス然ルニヒ告ハ増山鉦太郎ニ
借用証書ヲ羨入タルコトナク同人及ヒ木全一友エ払フヘキ金額モ之ナク故ニ原告
カ代償ヲ承諾シタルコトモ亦之ナキハ勿論ナリ然シテ原告提山スル証書ノ印影ハ
自己ノ実印ト認レトモ轡ニ娼妓廃業山願ノ為原告方ニ数閲月寄留セシ際原告エ実
印ヲ預ケ置キタレハ原告カ捜ニ証書ヲ詐為シタルモノト思考スル旨供述シ原告ハ
被告カ実印ヲ預リタルニアラス被告カ遺シ置キタルモノニテ且本訴ニ提出スル証
書ハヒ告カ認メタル真正ノ証書ナリト開陳シ其実印ハ原告カ預リタル放将ヒ告カ
遺シタル玖ハ詳カナラスト難トモ一旦原告カ掌裡ニアリシコトハ原被ノ供述ニテ
明瞭タレハ証書ニヒ告カ印影アルノミヲ以テ確然タル証拠ノ材料ト為ス吋ーカラス
又木全一友ヨリ原告宛ノ受領書ハー友ト原告ノ問ニ成立シモノニテ果シテ原告カ
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本訴ノ金額ヲ代償シタルモノト認ムルニ足ルヘキ証左ヲ挙ケサルニ依リ原告ノ請
求不相.v事
但訴費ハヒ告ノ負担タルへシ
明治十五年五月五日 名肯屋治安裁判所
[24J ["貸金催促ノ詞訟J(宮城控訴裁判所、 M15・07・25判決)
明治15年第 111号
[裁判
新潟県越後国中蒲原郡平民青木又平長女福島県磐城
圏西白河郡平民熊谷悼弓方寄留青木スミ代言人
宮城県陸前回仙台区南光院問]七番地上族
原告 武藤利直
福島県岩代国安積郡平民阿部健蔵代言人
宮城県陣前同仙介灰問分町十九苔地士族
被告 藤 i畢幾之輔
貸金催促ノ詞訟円河始審裁判所ノ裁判ニ服セス控訴及フニ付審理ノ卜半Ij決ヲ与フ
ル左ノ如シ
第一条
被告第一号証乃軍第三号証ノ金額ニ於ケル原告ハ前ノ債主熊谷博三ニ対シ返金セ
シコトナク其第七号証ノ金額ヲ借受タルコトナシト主張シ又其第六号証ニ「私へ金
二十二円相渡シタルノミ」トアルハ其金額ヲ受領シタルモノニ非ス被告カ佐藤源
之助ノ手ヲ経テ渡シタリト申立シ事柄ヲ受ケ記載セシモノナリト云フト難モ該第
六号証ハ白河治安裁判所二テ勧解受タル節ノ子続書ニテ当時ノ原告民IJチ被告ノ始
末書ニ対シテ陳述セシモノナリ而シテ該始末書ノ丈詞ニ於ケル佐藤源之助ヲ以テ
談示有リテ寄穏替シ云々明治十五年一月十一日金主百円貸与シタルニ云々該金ハ
夫今負債ヘ分借シタルヲ以テ一時返金ノ義不行屑ト意外ノ申分ナリ云々トアリ依
テ斯ノ始末書ニ対照熟閲スルニ被告ヨリ佐藤i原之助ヲ以テ二十二円ヲ原告へ相i度
シタリト論弁セシニアラス故ニ此ノ金員ヲ論述スヘキ理由ナキモノナリ然ルニ金
額二十二円ヲ源之助ヨリ相渡サレタリト原告カ申供スルハ被告ノ陳供ニ対シ三百
円ヲ受取タルニアラスト抗弁スルヨリシテ終ニ知ラス識ラス己カ落手セシ金額ノ
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実際ヲ吐露セシモノナルコト該丈詞ニ於テ推測スルニ足レリトス加之旧債主熊谷
差入タル該三証ニ於ケル保証人ノ印影ヲ塗抹シテ無効ノ証ト為シア
リ之レ原告ハ知ラスト云フト難モ債i=タルモノカ負債i=ノ義務ヲ尽サ、ルニ自ラ
証書ヲ無効ニ帰サシムルノ所為ヲナシ又返済ナリタリト被告第五号証ノ如ク明言
スルノ道理事実決シテ有マシキモノナリ是等ノ実況ニ依リテ視レハ日ニミ三百円ヲ
以テ被告方ヘ寄留替ノ上娼妓営業ヲナスヘキノ契約ヲ成シ被告ヨリ該金ヲ受取佐
藤源之助ヲ以テ旧債主タル熊谷惇三ヨリノ負債三百三十五円ノ内稼高等計算シ残
金二十二円ヲ原告カ受取タルモノト認祝セサルヲ得ス又原告ハ該第一ごヒi号証ヲ
原告承諾ノ上被告へ譲リ渡シタルニアラスト明治九年第九十九号公布金穀借用証
書譲リi度規則ニ依テ論スルモ本訴ハ該書譲渡シヲ相争ニアラサルカ故該公布ヲ適
用シ効力如何ヲ論スヘキモノニアラストス
第一三条
原告ニ於テ被告第七号証ハ知ラスト云ヒ成立タルノ証書ニアラスト難モ既ニ三百
円ハ被告ヨリ借受タル事実ニ相違ナク而シテ娼妓営業ヲナシ返済スヘキノ契約ナ
ルモ原告於テ病気ナルカ故ヲ以テ既ニ廃業シ再ヒ営業ヲ為スノ念慮ナク該契約ヲ
尖施スル能ハサルニ於テハ被告ニ於テ契約ヲ履行セント人身売買ニ等シク之ヲ束
縛シ営業ヲナサシムルヲ得サルモノナリ故ニ本訴三白‘Hハ其性質尋常ノ貸借金ヲ
以テ論スヘキモノトス依テ原告ニ於テハ該金ハ娼妓営業ニ関セス該金額ニ法律上
一ヶ年百分六ノ利子ヲ附シ返済スヘキ義務アルモノトス
前条ノ如キ理由ナルカ故原告ハ本訴ノ元利金ハ返償スヘキモノナリ
但訴訟入費ハ成規ノ通リ原告ノ負担タルヘシ
宵城控訴裁判所
明治十五年七月汁五円 判事 西岡逃明
判事 水野千波
判事 伊内利安
書記 乾 智
[25J ["結婚契約履行ノ詞訟J(名古屋始審裁判所、 M15・07・29判決)
明治 15年第721号
所長小松⑮ 主任山住判事補@
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裁判言波書
原告 加藤了雄
愛知県尾張同名肯屋医大橋善兵衛方同居平民
当時岡県同国同
被告 林マス
三重県伊勢困飯高郡平民
被告 世占勘七
結婚契約履行ノ制訟審判スルコト左ノ如シ
原告ニ於テ第三第三号証ニ因テ林マスト夫婦タランコトヲ企望シ被告ニ対シテ其
契約ヲ臆行センコトヲ請求スト雛モ抑モ婚儀ハ人ノ大倫ニシテ合蓋ノ積以テ倍老
同穴ヲ期スルトキハ容易ニ離縁スヘカラサルハ勿論又離縁ハ決シテ其目的ニ非サ
ルヤ明カナリ然レハ則チ相思ノ愛情濃厚ナルニアラサルヨリハ鷲ソ能ク其目的ヲ
達シ永ク苦楽ヲ共ニス可ケンヤ原告カ閃テ以テ結婚ヲ求ム
ニ於テ種々異議ヲi=:張シfl意ノ証書ニ非サル旨ヲ抗弁シ米タ以テ真直ノ契約ナリ
ト認メ得ヘカラサルノミナラス仮1)ニ当初J双方ノ意志合同ヨリ成す‘タル契約ナリ
トスルモ今日己ニマスニ厭嫌ノ心ヲ1:シ原告ト夫婦タルコトヲ欲セサル以ヒハ即
チ相思ノ情ナキモノナレハ他ヨリ強テ其契約ヲ履行セシメント欲スルモ決シテ為
シ得ヘキノ業ニ非サルナリ己ニ履行セシムルノカナシ如何ナル契約アリト虫色モ亦
以テ如何トモ為スコト能ハス故ニ該証モ到底共効ヲ生スヘキモノニ非サル也因テ
原告ノ請求不相立者也
訴訟入費ハ成規ノ通リ原告ノ負担タル可シ
明治十五年七月廿九円 名古屋始審裁判所
[26J I結婚契約履行之訴訟J(名古屋筏訴裁判所、 M15・11・04判決)
明治15年第352号
所長代[署名捺印なし]
主判事高塩⑮
副判事海野⑮小暮⑮
裁判言渡書
書記出崎⑩
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愛知県尾張国名古屋区平民
控訴人 加藤了雄
愛知県尾張同名肯屋医大橋普兵衛h・同居平民
当時岡県同岡同灰天野雄之助方寄留
被控訴人 林 マス
三重県伊勢困飯高郡平民
同 世占勘七
右代言人
愛知県尾張国名古犀区島田町二丁目七十二番地
寄留平民
石川猪太郎
結婚契約履行之訴訟名古屋始審裁判所ノ裁判不服之控訴審理判決スル左ノ如シ
控訴原告於テハ甲第二三号証ヲ以テ結婚履行ヲ請求スト雌トモ被告代言人於テハ
被告林マスハ娼妓業ニテ嚢ニ押客小島安太郎ナル者ト夫婦約束ヲ為ストキ原告カ
中間ニヌアーチ周旋ヲ為シタル際お安太郎トノ契約ト信シ証書ニ調印セシコトハアレ
トモ原告ト夫婦契約ヲ為セシコトハ曾テ無之又|止肯勘七ハ右等ノコトハ総テ知ラ
サル旨答弁セリ然ルニ原告ハ該答弁ハ他人ノ教唆ニ出テタルモノニテ其本心ニ非
ス甲第二三号証ハ真情合意ニ成立チタルモノナレハ被告本人マスカ出庭セハ必ス
事情ヲ吐露ス可キニ付之レカ召喚ヲ請求スト云フニ依リ即チマスヲ対審及フ処同
人ハ原告ヲ一度モ客ト為シタルコトナク曾テ知己ト云フニモアラサレハ夫婦約束
ヲ為スヘキ情説ハ皇室モ無之尤嚢ニ押客小島安太郎ト一時夫婦ノ約束ヲ為スニ当リ
原告カ仲人ニ立入タル際証書ニ調印スレハ安太郎ト南チニ婚姻整フヘシト原告カ
云フニ任セ其丈言ハ読ミ得サJレモ凡記名調印シ且実父勘七カ白分方ニ遺志、シ置キ
タル実印ヲ取山シ押用シタルコトハアレトモ之レ亦今日ニ至リテハ履行ス可キ所
有:之レナク畢寛娼妓カ客ト夫婦約定ヲ為スハ身請即チ楼主方ノ負債ヲ弁償スル為
メ身ヲ委ヌル目的ナレハ客ノ情状ニヨリ夫婦約束ヲ為スコトハ往々アレトモ先ツ
其情状資力ノ如何ヲモ熟知セスシテ容易ニ契約ハナサ、ルモノナリ故ニ押客ニモ
非サルモノト約束ヲ為スヘキ道理モナク即チ甲第二三号~jr.ハ安太郎トノ約束ニシ
テ原告ト如斯契約ヲ為シタルニハ非サル旨陳述セリ而シテ原告ハ被告マスト毒モ
馴染タルコトナク別ニ情交ヲ通セシコトモナシ又甲第三号証ハ周旋ヲ嘱托スル文
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詞ニシテ即チ間接ノ約束ナリ之ニ因テ視レパ被告マスカ陳述ノ如ク甲第二号証ハ
小島安太郎トノ契約二シテ原告ハ只間接ノ約定ニ止マルモノトス肉テ原告ノ
不相¥T.結局始審裁判之通可相心得事
但訴訟入費ハ原告担当タルヘシ
明治十五年十一月四日 判事 高塩又四郎
判事 海野 勲
判 木暮祐順
書記 田崎正勝
[27J I貸金催促ノ訴訟J(東京始審裁判所、 M15・09・27判決)
明治15年第 1360号
所長池田⑮
裁判言波書
167 
古賀判事代 目賀田⑮
岩男判事補⑮
納富判事補@
東京府京橋区寄留広烏県士族
原告 佐伯時中
同府芝区寄留広島県士族
右代人 松本和平
東京府浅草区平民
被告 武本常吉
東京府北豊島君1平民
被告 田村新三郎
東京府浅草区平民
被告 川井島台
東京府浅草区平民
被告 安藤春宵
東京府北豊島郡平民
右四名代人 熊谷忠善
法律論議88巻2・3令併号
貸金催促ノ訴訟始審ノ裁判ヲ下ス左ノ如シ
被告代人ニ於テ原告提供スル壱L弐号証ヲ差入レ金員借受ケタルニ相違ナキ
号証ノ期限ニ於テ弁済出来サリシニ付弐号証ノ約旨ニ基キ被告)-jへ出稼娼妓ノ内
原告ノ望ニfi:セ稼替致サセ其代金ヲ以テi斉方致度旨申Irルト難トモ出稼娼妓契約
証ノ如キハ只該娼妓ト被告トノ契約ニ止マリ若シ之ヲ稼替サスルトキハ即人身ヲ
以テ金銀引当物ト為スモノニシテ明治八年第百弐拾八号布告ニ反シ素ヨリ貸金ノ
抵当ト見倣シ処分ヲ与フベキ条理之レナキニ依リ被告ハ本訴ノ元金五百五拾八円
ノ十半ノ割合利子ヲ精算シ速ニ完済ス可シ
但訴訟入費ハ被告ヨリ弁償ス可シ
明治十瓦年九月廿七円 東京始審裁判所
[28J I貸金催促ノ控訴J(東京控訴裁判所、 M16・05・16判決)
明治 15年第 1819号
所長
主判事小野⑮
副判事伴少兄@
々判事永井⑮
裁判言渡書案
山崎輝光⑮
東京府浅草区平民武本常吉外三名代人
同府京橋区平民
原告 武井亀次郎
東京府京橋区寄留広島県上族佐伯時中代言人
被告 伊藤貫一
東京始審裁判所ノ裁判ニ係ル貸金催促ノ控訴審理判決スル左ノ知シ
借金ヲ返シ難キ時ハ抵当ニ差入レ霞キシ貸金証丈ノ娼妓ヲ稼換ナサシメ云々ト証
書ニ記載セシヲ始審庁ニ於テ人身売買ト同一視セラレタルハ服従スル能ハス仰テ
約旨ニ道ヒ娼妓等ヲシテ伶換ヲナサシメ其金ヲ以テ本案ノ借金ヲ償却jセントハ是
レ原告控訴ノ要肯ナリ之ヲ按スルニ抑本案貸借ノ本統文ナル甲第一号証ノ主意ヲ
尋ヌルニ該借金ハ日賦ヲ以テ明治十三年七月十同日限リ返済スヘク若シ一日夕リ
トモ遅ルトキハ日賦返済ノ儀ハ消滅セシモノトシ残金一時清償スヘシト約束セシ
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モノナリ而シテ甲第二号即附従契約書ノ文意モ若シ違約シタルトキハ右ノ娼妓ヲ
他ヘ稼換為致返済ニ従フ可シト其償却ん1去ヲ掲ケタル湛ニテ決シテ原告云フ如ク
必稼換ヲナサシメサルハ義務ヲ果スマシトノ契約二非ラス勿論稼換ノ契約ハ設令
原被告ニ存スルモ之ヲ称シテ娼妓ニ及フ理由モアラサレハ到底物件ノ如ク脈ク履
行シ難キモノニ似タリ故ニ被告ハ証文ニ慕キ皆済ヲ受ケント請求スル訳ナレハ原
告二於テ之ヲ拒ム能ハサルモノトス仰テ到底始審裁判ノ通リ相心得ヘキ事
但シ訴訟入費ハ如成規
ヨリ償却スヘシ
東京控訴裁判所
明治十六年五月一六円
[29J I貸金催促ノ
明治15年第191号
所長兼松@
裁判言波書
判事富永冬樹
判事永井岩之丞
判事小野述信
(麹町医裁判所、 M15. ・ 判決)
i' 高木判事補@
原告東京府南豊島郡平民
大林フサ
被告企府全部平民建守力蔵方出稼娼妓栗原ムメ及
全宿荏原郡平民栗原辰蔵代全府南豊島君1;平民
山下 f忠次郎
全々府荏原書1;平民
栗原キセ
貸金催促ノ詞訟始審裁判左ノ如シ
原告ニ於テ甲号証ノ金円ハ栗原ムメ外二名へ貸与シタルヲ以テ三名ヨリ償却請度
骨申立ルモ被告共ニ於テ甲号証ノ金円ハ栗原ムメ一名ニテ借用セシモノニテ栗原
辰蔵栗原「キセJ両名ハ該説ニ対シ元方受人ナリ然ルニ三名ヘ係リ金円請求スルハ
条理ニ於テ無之旨開陳ス依テ判決スルニ抑甲号証ニ三名ノ記名上ニ同ト記載シア
ルハ素ヨリ信認シ難シ該証書中ニ万一及違約候節ハ元方受人ニテ右金円皆i斉致シ
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法律論議88巻2・3令併号
云々ト明記シアル上ハ[栗原ムメー名へ係リ請求スルハ格別ナルモ元方受人ヘ係リ
ル理由無之以テ本訴ノ要求ハ不相マ依テ訴訟入費ハ原告ヨリ弁償スヘシ]該
証ノ金円ハ栗原、ムメカ借用シタルモノナリ故ニ同人へ係リ請求スルハ格別ナルモ
本訴要求ハ相Irス依テ訴訟入賞ハ原告ヨリ弁償ス可シ
明治十五年[月日不明]
関連:供述調書二通
① 
[麹町区裁判所]
大森フサ
一栗原ムメ外弐人へ係ル証書中ニ元方トアルハ則栗原辰蔵ノコトナリ受人トアル
ハ栗原、キセノコトニシテ前書両名ノ上ニ同ト記載シタルハ該証書成立ノ際栗原
ムメカ認メ候尤本金貸与ノ向ハ辰蔵ノ代トシテ栗原キセ立会侠事
右之通相違無之候以上
明治十五年九月十九日 右
大森フサ⑮
ー嚢ニ勧解出願之節栗原ムメ'古名ヲ被告トシ栗原辰蔵同「キセ」阿名ヲ除キタルハ
其当時両名共不在ニ付壱名ヲ被告ト致侠
大森フサ⑪
② 被告栗原辰蔵栗原ムメ代人
山下徳二郎
栗原キセ
口供
被告共ニ於テ本証ノ金円ハ栗原「ムメ」壱名ニテ借用シタルニ相違無之然ルニ今回
該証二対シ元方受人ニ相立タル政ラ両名ヲ被告トシ今般本訴ノ金円ヲ請求スル理
由無之モノトス
ー証書:ニ栗原辰蔵栗原キセ両名ノ名上ニ同ト記シアルハ最初本証差入之際ニハ決
而無之候
一元方トアルハ即キセ同様受人ノ心得ニテ御座侠
他ニ申立候義無之候
右之通相違無之候
明治十五年九月十三日
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山下徳二郎⑪
栗原キ
